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いまに生きる、四国のかたち

　全国史跡整備市町村協議会四国地区協議会は、平成８年

８月8日の設立から30年を迎えます。この節目に、加盟市町

19市町がそれぞれお薦めしたい史跡や文化財などを紹介する

冊子を作りました。

　古くから受け継がれてきた遺跡や建物、風景には、そこに

暮らす人々の思いと物語が息づいています。ページをめくり

ながら、四国のまちを旅する気分で、その魅力を感じていただ

ければ幸いです。

　この冊子が、皆様にとって新しい出会いや発見を求めて、

実際に足を運ぶきっかけになるよう願っています。

全国史跡整備市町村協議会四国地区協議会

会長　松山市長　野志  克仁
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古墳と墓
古墳と墓

城と防備

城と防備

寺社と庭園

寺社と庭園 そ の 他

そ の 他

青みを帯びた結晶片岩の美しい石垣 自然が織りなす圧巻の造形美

徳島県 徳島市 徳島県 阿波市

元された鷲の門や、結晶片岩で築かれた石垣が
残されています。本丸には天正期の野面積みの
石垣が残るほか、城内では文禄・慶長～幕末期に
いたるまでの多様な石垣を見ることができます。

　江戸時代を通じて阿波国を治めた徳島藩主蜂
須賀家の居城。徳島市街地の中心部、標高約61
ｍの城山に築かれ、もとは渭山城（いのやまじょう）
とも呼ばれ、南北朝期に細川氏が築いた城だった
ようです。江戸時代の建物は現存しませんが、復

下乗橋と大手枡形石垣

●所在地/【興源寺墓所】徳島市下助任町２-45、【万年山墓所】徳島市
佐古山町諏訪山 ●問合せ/徳島市教育委員会 社会教育課（TEL.088-
621-5419） ●交通/【興源寺墓所】八幡社バス停下車、徒歩10分、
【万年山墓所】佐古五番町バス停下車、徒歩10分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/徳島市一宮町西丁 ●問合せ/徳島市教育委員会 社会教育課（TEL.088-
621-5419） ●交通/一ノ宮札所バス停下車すぐ（登山口） ●駐車場/有（無料）

●所在地/徳島市国府町矢野718-1 ●問合せ/國分寺（TEL.088-642-0525） 
●拝観料/300円 ●交通/国分寺前バス停下車、徒歩６分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/阿波市土成町高尾字熊の庄 ●問合せ/阿波市教育委員会
（TEL.0883-36-8743） ●交通/土成ICから車で18分 ●駐車場/無

●所在地/阿波市阿波町西整理308-2 ●問合せ/阿波市教育委員会
（TEL.0883-36-8743） ●交通/脇町ICから車で10分 ●駐車場/無

とくしまはんしゅはち  す  か  け  ぼ しょ

徳島藩主蜂須賀家墓所

  とく    しま  じょう  あと

徳島城跡 近世（江戸） 国指定史跡
    あ       わ                 ど    ちゅう

阿波の土柱 年代不詳 国指定天然記念物

近世（江戸） 国指定史跡

　蜂須賀家の菩提寺の興源寺には歴代藩
主の墓である巨大な石塔群が立ち並んでい
ます。また、儒学に傾倒した10代藩主重喜に
よって開かれた佐古山の万年山墓所は、玉
垣内の石塔の後ろに土饅頭を築いた儒式の
埋め墓であり、台地
ごとに藩主や側室
の墓を築いた珍し
い形態です。いずれ
も近年整備されて
おり、見学自由。

２つの墓域からなる大名墓所 日本唯一の構造様式

高さ４ｍを超える２代藩主忠英の
無縫塔

竪堀や曲輪が良好に残る県内最大級の山城
　天正期に長宗我部氏が入城し、秀吉の四国平定に
対する防衛拠点とされました。本丸や明神丸の発掘
調査では、建物に伴う礎石などが検出されています。

県下最大の周濠を持つ円墳
　５世紀中葉の二段築成の円墳で、周濠幅
約12～14ｍ、円筒、朝顔形、蓋形、家形、甲胄
形などの埴輪が出土しています。

作庭家・重森三玲も絶賛したダイナミックな石組み
　結晶片岩を豪快に組んだ桃山様式の庭
園。整備に伴う発掘調査によって江戸後期に
大幅に改修されたことが分かっています。

四国地図測量の原点
　1887（明治20）年に四国の地図作成のた
めに四国で最初に設置された一等三角点
で、全国では４番目となる基線です。

中世～近世 県指定史跡

近世（江戸） 国指定名勝

古墳時代 県指定史跡

近現代（明治以降） 市指定史跡

いちのみやじょう あと

一宮城跡

P.11
F-2

MAP

P.11
F-2

MAP
P.11
F-2

MAP

注目ポイント
上田宗箇作と伝わる旧徳島城表御
殿庭園（国名勝）は必見。御殿跡に
建つ徳島市立徳島城博物館には、
蜂須賀家ゆかりの文化財が展示さ
れています。

明治中期頃から新聞や文献に記述
が現れることから、江戸後期～明
治初期に発生した斜面崩壊で形成
されたことが示唆されています。

注目ポイント

●所在地/徳島市徳島町城内（徳島
中央公園） ●問合せ/徳島市教育委員
会社会教育課（TEL.088-621-5419）
●交通/JR徳島駅下車、徒歩10分 
●駐車場/有（有料）

●所在地/阿波市阿波町北山、桜ノ岡 
●問合せ/阿波市教育委員会（TEL.
0883-36-8743） ●交通/脇町ICか
ら車で15分 ●駐車場/有（土柱そよ
風ひろば内に駐車スペース有）

P.11
E-2

MAP

P.11
E-2

MAP
P.11
F-2

MAP

P.11
E-2

MAP

1

2
 きり はた   じ   だい  とう

切幡寺大塔
近世（江戸） 国指定重要文化財

63

  あ    わ   こく ぶん  じ  ていえん

阿波国分寺庭園 P.11
F-2

MAP
4

  ど  なり まる やま  こ  ふん

土成丸山古墳7

にしばやしむら  き   せん せい たん てん    （いっとう  さん  かく てん）

西林村基線西端点（一等三角点）8

5

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

丘陵に生じた崩壊地が、雨水によりガリー浸食
を受けて、多数のナイフリッジや高さ10ｍに及
ぶ塔やカーテン状のひだが林立する特異な景
観が形造られました。

　第四紀更新世（約100万年前～30万年前）
に讃岐山脈南麓を通る中央構造線の断層活
動によって山脈側約1,000ｍの隆起と吉野川
谷側数百mの沈降が生じ、土柱層と呼ばれる
扇状地堆積が形成されました。この土柱層の

阿波の土柱（波濤ヶ嶽）

●所在地/阿波市市場町切幡字観音129 ●問合せ/切幡寺
（TEL. 0883-36-3010） ●交通/土成ICから車で18分 ●駐
車場/有（無料、境内に普通車20台）

　1873（明治６）年に大阪住吉大社神宮寺の
西塔を四国霊場第十番札所切幡寺に移築した
ものです。初重方五間、二重方三間の二重塔で
あり、平面形やその
形態ともに特異な
形式で全国唯一の
二重方形塔です。
　日本における塔
の意義と歴史を考
える上で重要な建
造物といえます。

切幡寺大塔

徳島
市役所

JR
徳島駅

助任川

新町川

11
439

30

JR川田駅

吉野川

王子神社

タカガワ西徳島
ゴルフ倶楽部

JR
穴吹駅

193

脇町IC
139

12 13

　四国には、地域ごとに受け継がれてきた多様な遺産があり
ます。本書ではそれらをジャンル別に紹介し、どんな切り口で
巡るか選びながら旅を楽しめるよう工夫しています。気になる
ジャンルを追ってみたり、地図を手がかりにルートを組んでみ
たり、あなたらしく自由なスタイルで巡ってみてください。

C D E FBA

C D E FA B

3

4

5

2

1

3

4

5

2

1

徳島空港

高知空港

松山空港

高松空港

松
山
自
動車

道

瀬
戸
内
し
ま
なみ海

道

　　高松
自

動車道

　
高
知
自
動
車
道

J R
予讃

線
J R徳島線

JR高徳線

JR 牟
岐線

JR予土線

Ｊ
Ｒ
土
讃
線

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

　　徳島自動
車道

愛南町

大月町

宿毛市

三原村

四万十市
宇和島市

松野町

梼原町

土佐清水市

黒潮町

四万十町

伊方町

八幡浜市

西予市

大洲市 内子町

松前町

伊予市

砥
部
町

松山市

鬼北町

久万高原町

東温市

今治市

仁淀川町

中土佐町

津野町

西条市

越知町

須崎市

佐川町

新居浜市

日高村

土佐市

いの町

大川村

土佐町

高知市

四国中央市

本山町

南
国
市

香美市

大豊町

観音寺市

香南市
芸西村

安芸市

安
田
町

田
野
町
奈半利町

馬路村

北川村

室
戸
市

東洋町

海陽町

那賀町

神山町

牟岐町

上勝町

佐那河内村

美波町

勝浦町

小松島市

阿南市

美馬市
吉野川市

阿波市 石井町石井町

藍住町

徳島市

鳴門市

北島町
松茂町

三好市

三豊市
善
通
寺
市琴
平
町

丸亀市

宇多津町

多度津町上島町

坂出市

東みよし町

三好市

まんのう町

綾川町

つ
る
ぎ
町

高松市

直島町

三
木
町

さぬき市

土庄町
小豆島町

東かがわ市
上板町板野町

徳島県

高 知 県

愛 媛 県

香川県

今
治
小
松
自
動
車
道

阪神淡路鳴門
自動車道

1
2

3
4

5 6
7

8910
11
12

13

14 15 16

6

1

2 3
4

5

6

1

2

3

4

5

7 8 9

10

11

12

13

14

1516

17
18

19

20 2221 23

24
25

26
27

29

30 31

3233

28

1

3

4
5

6

7

2

松山城跡
渡部家住宅
大宝寺
能島城跡
妙見山古墳
宇和島城
樺崎砲台跡
宇和島藩主
伊達家墓所
穂積橋
永納山城跡
西大塚古墳
八堂山遺跡
大洲城跡
村島宮の首遺跡
長浜大橋
臥龍山荘庭園
笠置峠古墳
八幡浜街道笠置峠越
宇和海狩浜の段畑と
農漁村景観

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

出作遺跡
義農の墓
重信川の渡し
松前城址
河後森城跡
目黒山形関係資料
奥内の棚田及び
農山村景観
等妙寺旧境内
岩谷遺跡
興野々寺山遺跡
平城貝塚
紫電改
高野長英築造の台場跡
外泊 石垣の里

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

P20

P21

P22

　

P24

P25

P26

P27

P28

　

P30

P31

愛媛県

●
●
●

●
●
●

濱口雄幸生家
寺田寅彦邸跡と居室
土佐遍路道
竹林寺道・禅師峰寺道
前浜掩体群
土佐国分寺
土佐のオナガドリ

1

2

3

4

5

6

P32

　

P33

高知県
●
●
●
●
●
●
●
●

徳島城跡
徳島藩主蜂須賀家墓所
一宮城跡
阿波国分寺庭園
阿波の土柱
切幡寺大塔
土成丸山古墳
西林村基線西端点（一等三角点）

1

2

3

4

5

6

7

8

●
●
●
●
●
●
●
●

段の塚穴
郡里廃寺跡
田中家住宅
石井廃寺跡
勝瑞城館跡
奥村家住宅
伊比良咩神社
諏訪神社

9

10

11

12

13

14

15

16

P12

P13

P14

P15

P16

徳島県
●
●
●
●
●
●
●

高松城跡
石清尾山古墳群
屋島
讃岐国分寺跡
丸亀城跡
快天山古墳
塩飽勤番所跡

1

2

3

4

5

6

7

P18

P19

香川県

10 11

古墳と墓

古 建 築

城と防備

寺社と庭園

そ の 他

暮らしと景観

古代の遺跡

時代区分
年表（P6～9）を見る際の参考になります。

QRコード遷移

時 代 西 暦 日本・四国のできごと 本書掲載物件 その時代の
有名な史跡等

時 代 西 暦 日本・四国のできごと 本書掲載物件 その時代の
有名な史跡等｜ 日 本 と四 国 の歴 史 ｜

年 表 で 見る

紀元前
3万年頃

1万2千年
頃

１千年頃

57年

239年

478年

旧石器
時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

・岩谷遺跡（P30）
・平城貝塚（P31）

・八堂山遺跡（P24）
・村島宮の首遺跡

（P25）
・興野々寺山遺跡

（P30）

・岩清尾山古墳群
（P18)

・妙見山古墳（P21）
・笠置峠古墳（P26）
・快天山古墳（P19）
・土成丸山古墳

（P13）
・出作遺跡（P27）
・段の塚穴（P14）
・西大塚古墳（P24）

・岩宿遺跡（群馬県）
・福井洞窟（長崎県）

・三内丸山遺跡
 （青森県）
・加曽利貝塚
 （千葉県）
・尖石石器時代遺跡
（長野県）
・大湯環状列石
 （秋田県）

・唐古・鍵遺跡
 （奈良県）
・紫雲出山遺跡
 （香川県）
・池上曽根遺跡
 （大阪府）
・登呂遺跡（静岡県）
・吉野ヶ里遺跡
 （佐賀県）
・原の辻遺跡
 （長崎県）
・妻木晩田遺跡
 （鳥取県）
・若杉山辰砂採掘遺
跡（徳島県）

・箸墓古墳（奈良県）
・西都原古墳群
 （宮崎県）
・巣山古墳（奈良県）
・埼玉古墳群
 （埼玉県）
・王塚古墳（福岡県）
・岩橋千塚古墳群
（和歌山県）
・富田茶臼山古墳
（香川県）

592年
596年
604年
607年
645年

663年
667年
672年
694年
701年

710年
741年

743年

794年
886年

894年
1016年
1086年
1167年

1185年

1192年
1331年
1334年
1336年

1338年

古墳時代

（飛鳥
時代）

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

（南北朝
時代）

室町時代

・永納山城跡（P24）
・屋島（P18）
・郡里廃寺跡（P14）

・石井廃寺跡（P15）
・讃岐国分寺跡

（P18）
・土佐国分寺（P33）

・大宝寺（P20）
・等妙寺旧境内

（P30)
・松前城址（P27）

・能島城跡（P21）
・一宮城跡（P12）
・勝瑞城館跡（P16）

・渋野丸山古墳
 （徳島県）
・葉佐池古墳（愛媛県）

・石舞台古墳
 （奈良県）
・キトラ古墳
 （奈良県）
・高松塚古墳
 （奈良県）
・水城跡（福岡県）
・大野城跡（福岡県）
・大宰府跡（福岡県）
・法隆寺（奈良県）
・元薬師寺跡
 （奈良県）
・安倍文殊院
 （奈良県）
・山田寺跡（奈良県）

・百済寺跡（大阪府）
・多賀城跡（宮城県）

・中尊寺金色堂
 （岩手県）
・平等院鳳凰堂
 （京都府）
・大谷磨崖仏
 （栃木県）
・臼杵磨崖仏
 （大分県）

・鶴岡八幡宮
 （神奈川県）

・鹿苑寺（金閣寺）庭
園（京都府）

・打製石器が作られ始める
・日本列島は大陸と陸続き
・瀬戸内海は陸で、ナウマンゾウが
生息する
・ナイフ形石器が使用される
・日本列島ができる

・土器の使用が始まる
・瀬戸内海が形成されてくる
・海水面が緩やかに上昇し始める

・北部九州で水田稲作が本格化
・四国でも稲作が始まる

・鉄器や青銅器の使用が始まる

・大規模な集落が各地に出現する
・各地に小国ができる
・倭の奴国王、後漢に使者を送る

・邪馬台国の卑弥呼が魏に使者を
送る

・前方後円墳などの古墳が造られる
・大和政権による国内統一が進む

・倭王武が中国の南朝に使者を送る

・仏像・経典が百済から伝わる

・蘇我氏、物部氏ら豪族が勢力を争う

・推古天皇が即位
・飛鳥寺が建立される
・十七条の憲法制定
・小野妹子、遣隋使として派遣される
・大化の改新が始まる
・全国に官衙（役所）が建てられる
・白村江の戦い
・屋嶋城が築かれる
・壬申の乱
・藤原京に遷都
・大宝律令が制定される

・平城京に遷都
・全国に国分寺・国分尼寺建立の
詔が発せられる
・墾田永年私財法の制定・荘園が
でき始める

・平安京に遷都
・菅原道真が讃岐守となる
 （香川県）
・紀貫之が土佐守となる（高知県）
・藤原道長が摂政となる
・白河上皇が院政を始める
・平清盛が太政大臣となる

・源平屋島の合戦（香川県）
・源頼朝が守護・地頭の任命権を
得る
・源頼朝が征夷大将軍になる
・大洲城の築城が始まる
・建武の新政が始まる
・足利尊氏が細川氏一族に四国地
方の支配を任せる（徳島県）

・足利尊氏が征夷大将軍となる
・倭寇が盛んになる
・一宮城の築城が始まる（徳島県）
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四国マップ（P10・11）で、行きたい場所へ最短アクセス
各遺産にマップページの座標を掲載しています。

地図のどこにあるかひと目で分かるため、移動ルートが組み立てやすく、
近くにある別の遺産もすぐに分かるので、思わぬ寄り道や新しい発見も生まれます。

各市町の

遺産紹介

この本の使い方

７種の
アイコン

気分やテーマに合わ
せてジャンルを絞る
ことで、より深く、効
率よく四国の魅力に
触れられます。

日本と四国の

歴史
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 （香川県）
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時 代 西 暦 日本・四国のできごと 本書掲載物件 その時代の
有名な史跡等時 代 西 暦 日本・四国のできごと 本書掲載物件 その時代の

有名な史跡等

1841年
1850年

1853年
1855年
1860年
1867年

1868年

1870年
1871年
1872年
1873年

1877年
1881年

1887年

1894年

1904年

1912年
1914年
1922年
1925年

1926年
1930年
1931年
1935年
1936年
1941年
1945年

1946年
1951年
1953年
1964年

1988年

江戸時代

明治時代

大正時代

昭和時代

1404年

1467年
1543年

1549年
1553年

1568年
1576年

1585年

1586年
1587年

1588年
1590年
1592年
1597年
1600年
1601年

1602年

1603年
1612年
1615年

1635年

1640年
1642年

1658年

1716年
1777年

1783年
1787年
1833年

室町時代

（戦国
時代）

（安土桃山
時代）

江戸時代

・富岡製糸場
 （群馬県）
・旧徳島県庁舎
 （徳島県）
・旧善通寺偕行社
（香川県）
・上芳我家住宅
 （愛媛県）
・旧山内家下屋敷長
屋（高知県）

・披雲閣（香川県）
・萬翠荘（愛媛県）
・板東俘虜収容所跡
（徳島県）

・原爆ドーム
 （広島県）

・高野長英築造の台
場跡（P31）
・樺崎砲台跡（P22）
・田中家住宅（P15）
・奥村家住宅（P16）
・渡部家住宅（P20）

・濱口雄幸生家
（P32）

・寺田寅彦邸跡と居
室（P32）
・西林村基線西端点
（一等三角点）

（P13）
・臥龍山荘庭園

（P25）

・穂積橋（P22）
・長浜大橋（P25）
・前浜掩体群（P33）
・紫電改（P31）

・慈照寺（銀閣寺）庭
園（京都府）

・一乗谷朝倉氏遺跡
（福井県）
・安土城跡（滋賀県）
・湯築城（愛媛県）
・醍醐寺三宝院庭園
（京都府）
・姫路城跡（兵庫県）
・大坂城跡（大阪府）
・名護屋城跡
 （佐賀県）

・江戸城跡（東京都）
・うだつの町並み
 （徳島県）
・出島（長崎県）
・五稜郭（北海道）

・河後森城跡（P28）

・徳島城跡（P12）
・高松城跡（P18）
・丸亀城跡（P19）
・宇和島城（P22）
・松山城跡（P20）
・阿波国分寺庭園

（P12)
・切幡寺大塔（P13）
・目黒山形関係資料

（P28）
・塩飽勤番所跡

（P19）
・伊比良咩神社

（P16）
・義農の墓（P27）
・諏訪神社（P16）
・徳島藩主蜂須賀家
墓所（P12）
・宇和島藩主伊達家
墓所（P22）

・天保の改革
・高野長英設計の砲台（台場）が完
成（愛媛県）
・ペリーが浦賀に来航
・樺崎砲台が完成（愛媛県）
・桜田門外の変
・大政奉還

・戊辰戦争（～1869年）
・明治維新の始まり
・濱口雄幸が誕生（高知県）
・廃藩置県
・太陽暦の採用
・切幡寺に住吉大社神宮寺から塔
の移築工事が始まる（徳島県）
・西南戦争
・寺田寅彦が高知県に移る
・自由民権運動が起こる
・四国に一等三角点が設置される
 （徳島県）
・日清戦争（～1895年）
・臥龍山荘の建築が始まる
 （愛媛県）
・日露戦争（～1905年）

・大正に改元
・第一次世界大戦（～1918年）
・関東大震災
・治安維持法・ラジオ放送の開始

・昭和に改元
・穂積橋が完成（愛媛県）
・満州事変
・長浜大橋が完成（愛媛県）
・二・二六事件
・太平洋戦争（～1945年）
・紫電改が豊後水道に墜落
 （愛媛県）
・日本国憲法の公布
・サンフランシスコ平和条約
・テレビ放送の開始
・東海道新幹線開通
・東京五輪開催
・瀬戸大橋開通（香川県）
・大鳴門橋開通（徳島県）

・勘合貿易（日明貿易）が始まる

・応仁の乱（～1477年）
・足利義冬が阿波守護の細川氏に
招かれ下向（徳島県）
・キリスト教の伝来
・守護細川氏が守護代の三好氏に
滅ぼされる（徳島県）
・織田信長が足利義昭を奉じて上洛
・第一次木津川口の戦いに能島村
上氏が参戦（愛媛県）
・豊臣秀吉が四国に進攻、長宗我
部元親を破る
・徳島城が完成（徳島県）
・生駒親正が豊臣秀吉から讃岐一
国を与えられる
・高松城の築城が始まる（香川県）
・豊臣秀吉が全国を統一
・朝鮮出兵（～1598年）
・丸亀城の築城が始まる（香川県）
・関ヶ原の戦い
・宇和島城が完成（愛媛県）
・高知城の築城が始まる（高知県）
・松山城の築城が始まる（愛媛県）

・徳川家康が江戸幕府を開く
・キリスト教禁止令
・伊達秀宗が宇和島藩主となる
 （愛媛県）
・加藤貞泰が大洲藩主となる
 （愛媛県）
・参勤交代の制度が定まる
・松平定行が松山藩主となる
 （愛媛県）
・生駒騒動（香川県）
・松平賴重が高松藩主となる
 （香川県）
・京極高知が丸亀藩主となる
 （香川県）
・享保の改革
・義農・作兵衛の顕彰碑が建立さ
れる（愛媛県）
・天明の飢饉（～1788年）
・寛政の改革
・天保の飢饉（～1839年）
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妙見山古墳
宇和島城
樺崎砲台跡
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臥龍山荘庭園
笠置峠古墳
八幡浜街道笠置峠越
宇和海狩浜の段畑と
農漁村景観

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

出作遺跡
義農の墓
重信川の渡し
松前城址
河後森城跡
目黒山形関係資料
奥内の棚田及び
農山村景観
等妙寺旧境内
岩谷遺跡
興野々寺山遺跡
平城貝塚
紫電改
高野長英築造の台場跡
外泊 石垣の里

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

P20

P21

P22

　

P24

P25

P26

P27

P28

　

P30

P31

愛媛県

●
●
●

●
●
●

濱口雄幸生家
寺田寅彦邸跡と居室
土佐遍路道
竹林寺道・禅師峰寺道
前浜掩体群
土佐国分寺
土佐のオナガドリ

1

2

3

4

5

6

P32

　

P33

高知県
●
●
●
●
●
●
●
●

徳島城跡
徳島藩主蜂須賀家墓所
一宮城跡
阿波国分寺庭園
阿波の土柱
切幡寺大塔
土成丸山古墳
西林村基線西端点（一等三角点）

1

2

3

4

5

6

7

8

●
●
●
●
●
●
●
●

段の塚穴
郡里廃寺跡
田中家住宅
石井廃寺跡
勝瑞城館跡
奥村家住宅
伊比良咩神社
諏訪神社

9

10

11

12

13

14

15

16

P12

P13

P14

P15

P16

徳島県
●
●
●
●
●
●
●

高松城跡
石清尾山古墳群
屋島
讃岐国分寺跡
丸亀城跡
快天山古墳
塩飽勤番所跡

1

2

3

4

5

6

7

P18

P19

香川県

10 11



古墳と墓
古墳と墓

城と防備

城と防備

寺社と庭園

寺社と庭園 そ の 他

そ の 他

青みを帯びた結晶片岩の美しい石垣 自然が織りなす圧巻の造形美

徳島県 徳島市 徳島県 阿波市

元された鷲の門や、結晶片岩で築かれた石垣が
残されています。本丸には天正期の野面積みの
石垣が残るほか、城内では文禄・慶長～幕末期に
いたるまでの多様な石垣を見ることができます。

　江戸時代を通じて阿波国を治めた徳島藩主蜂
須賀家の居城。徳島市街地の中心部、標高約61
ｍの城山に築かれ、もとは渭山城（いのやまじょう）
とも呼ばれ、南北朝期に細川氏が築いた城だった
ようです。江戸時代の建物は現存しませんが、復

下乗橋と大手枡形石垣

●所在地/【興源寺墓所】徳島市下助任町２-45、【万年山墓所】徳島市
佐古山町諏訪山 ●問合せ/徳島市教育委員会 社会教育課（TEL.088-
621-5419） ●交通/【興源寺墓所】八幡社バス停下車、徒歩10分、
【万年山墓所】佐古五番町バス停下車、徒歩10分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/徳島市一宮町西丁 ●問合せ/徳島市教育委員会 社会教育課（TEL.088-
621-5419） ●交通/一ノ宮札所バス停下車すぐ（登山口） ●駐車場/有（無料）

●所在地/徳島市国府町矢野718-1 ●問合せ/國分寺（TEL.088-642-0525） 
●拝観料/300円 ●交通/国分寺前バス停下車、徒歩６分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/阿波市土成町高尾字熊の庄 ●問合せ/阿波市教育委員会
（TEL.0883-36-8743） ●交通/土成ICから車で18分 ●駐車場/無

●所在地/阿波市阿波町西整理308-2 ●問合せ/阿波市教育委員会
（TEL.0883-36-8743） ●交通/脇町ICから車で10分 ●駐車場/無

とくしまはんしゅはち  す  か  け  ぼ しょ

徳島藩主蜂須賀家墓所

  とく    しま  じょう  あと

徳島城跡 近世（江戸） 国指定史跡
    あ       わ                 ど    ちゅう

阿波の土柱 年代不詳 国指定天然記念物

近世（江戸） 国指定史跡

　蜂須賀家の菩提寺の興源寺には歴代藩
主の墓である巨大な石塔群が立ち並んでい
ます。また、儒学に傾倒した10代藩主重喜に
よって開かれた佐古山の万年山墓所は、玉
垣内の石塔の後ろに土饅頭を築いた儒式の
埋め墓であり、台地
ごとに藩主や側室
の墓を築いた珍し
い形態です。いずれ
も近年整備されて
おり、見学自由。

２つの墓域からなる大名墓所 日本唯一の構造様式

高さ４ｍを超える２代藩主忠英の
無縫塔

竪堀や曲輪が良好に残る県内最大級の山城
　天正期に長宗我部氏が入城し、秀吉の四国平定に
対する防衛拠点とされました。本丸や明神丸の発掘
調査では、建物に伴う礎石などが検出されています。

県下最大の周濠を持つ円墳
　５世紀中葉の二段築成の円墳で、周濠幅
約12～14ｍ、円筒、朝顔形、蓋形、家形、甲胄
形などの埴輪が出土しています。

作庭家・重森三玲も絶賛したダイナミックな石組み
　結晶片岩を豪快に組んだ桃山様式の庭
園。整備に伴う発掘調査によって江戸後期に
大幅に改修されたことが分かっています。

四国地図測量の原点
　1887（明治20）年に四国の地図作成のた
めに四国で最初に設置された一等三角点
で、全国では４番目となる基線です。

中世～近世 県指定史跡

近世（江戸） 国指定名勝

古墳時代 県指定史跡

近現代（明治以降） 市指定史跡

いちのみやじょう あと

一宮城跡

P.11
F-2

MAP

P.11
F-2

MAP
P.11
F-2

MAP

注目ポイント
上田宗箇作と伝わる旧徳島城表御
殿庭園（国名勝）は必見。御殿跡に
建つ徳島市立徳島城博物館には、
蜂須賀家ゆかりの文化財が展示さ
れています。

明治中期頃から新聞や文献に記述
が現れることから、江戸後期～明
治初期に発生した斜面崩壊で形成
されたことが示唆されています。

注目ポイント

●所在地/徳島市徳島町城内（徳島
中央公園） ●問合せ/徳島市教育委員
会社会教育課（TEL.088-621-5419）
●交通/JR徳島駅下車、徒歩10分 
●駐車場/有（有料）

●所在地/阿波市阿波町北山、桜ノ岡 
●問合せ/阿波市教育委員会（TEL.
0883-36-8743） ●交通/脇町ICか
ら車で15分 ●駐車場/有（土柱そよ
風ひろば内に駐車スペース有）

P.11
E-2

MAP

P.11
E-2

MAP
P.11
F-2

MAP

P.11
E-2

MAP

1

2
 きり はた   じ   だい  とう

切幡寺大塔
近世（江戸） 国指定重要文化財

63

  あ    わ   こく ぶん  じ  ていえん

阿波国分寺庭園 P.11
F-2

MAP
4

  ど  なり まる やま  こ  ふん

土成丸山古墳7

にしばやしむら  き   せん せい たん てん    （いっとう  さん  かく てん）

西林村基線西端点（一等三角点）8

5

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

丘陵に生じた崩壊地が、雨水によりガリー浸食
を受けて、多数のナイフリッジや高さ10ｍに及
ぶ塔やカーテン状のひだが林立する特異な景
観が形造られました。

　第四紀更新世（約100万年前～30万年前）
に讃岐山脈南麓を通る中央構造線の断層活
動によって山脈側約1,000ｍの隆起と吉野川
谷側数百mの沈降が生じ、土柱層と呼ばれる
扇状地堆積が形成されました。この土柱層の

阿波の土柱（波濤ヶ嶽）

●所在地/阿波市市場町切幡字観音129 ●問合せ/切幡寺
（TEL. 0883-36-3010） ●交通/土成ICから車で18分 ●駐
車場/有（無料、境内に普通車20台）

　1873（明治６）年に大阪住吉大社神宮寺の
西塔を四国霊場第十番札所切幡寺に移築した
ものです。初重方五間、二重方三間の二重塔で
あり、平面形やその
形態ともに特異な
形式で全国唯一の
二重方形塔です。
　日本における塔
の意義と歴史を考
える上で重要な建
造物といえます。

切幡寺大塔

徳島
市役所

JR
徳島駅

助任川

新町川

11
439

30

JR川田駅

吉野川

王子神社

タカガワ西徳島
ゴルフ倶楽部

JR
穴吹駅

193

脇町IC
139
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古墳と墓 古 建 築

寺社と庭園寺社と庭園

四国の古墳時代史上で欠かせない特異な石室を持つ古墳 吉野川のほとりで藍をつくることに特化した「藍屋敷」

徳島県 美馬市 徳島県 石井町
  だん　          つか   あな

段の塚穴 古墳時代 国指定史跡
   た     なか     け    じゅう  たく

田中家住宅 近世～近現代 国指定重要文化財P.11
E-2

MAP

を藍寝床や倉などが取り囲む「城構え」と呼ば
れる独特の建物群を見ることができます。日本
遺産の構成文化財にもなっている貴重な建造
物です。

　田中家住宅は、江戸時代初めから藍染料
「蒅（すくも）」の製造・販売を営んできた田中
家が居住する屋敷です。現在は蒅づくりを行っ
ていませんが、江戸時代末期から明治時代に
30年かけて建てられた屋敷が現存していま
す。南北約50ｍ、東西約40ｍの敷地には、吉
野川の氾濫に対応するため、四周に徳島県産
の青石・撫養石を積み上げた石垣がつくられ、
石垣の上には、居宅兼店舗である主屋の周り

全景 高石垣

式石室です。玄室奥に名前の由来となった石棚
があります。
　段の塚穴にみられる特異な石室は美馬市周辺で
しかみられず、「段の塚穴型石室」と呼ばれています。

　本遺跡は美馬市美馬町に位置しており、吉野川
によって形成された標高約70ｍの河岸段丘先端に
築かれた２基の古墳からなります。東の古墳が太鼓
塚古墳、西の古墳が棚塚古墳と呼ばれています。
　太鼓塚古墳は直径約37ｍ、高さ約10ｍの円墳で
す。石室は全長約13.1ｍ、最大高約4.3ｍの横穴式石
室で、玄室の天井をドーム状にした特異な石室です。
　棚塚古墳は直径約20ｍ、高さ約７ｍの円墳
で、石室は全長約8.7ｍ、最大高約2.8ｍの横穴

太鼓塚古墳石室 棚塚古墳石室

の周りの根巻き板の痕跡が確認されています。
　現在史跡整備が進められており、2026（令和
８）年度に史跡公園として公開される予定です。

　本遺跡は美馬市美馬町に位置しており、飛
鳥時代に建立された徳島県最古級の寺院跡
です。発掘調査の結果、塔跡や金堂跡、瓦窯
跡、寺域を区画する塀の土台とみられる土塁
状遺構等が確認されています。寺域は東西約
100ｍ、南北約120ｍと推定され、東に塔、西に
金堂を配置する法起寺式伽藍配置であること
が判明しています。塔跡では心礎が基壇下に
置かれる地下式構造で、断面が八角形の心柱

塔跡基壇の心礎と心柱跡　 整備イメージ

注目ポイント
太鼓塚古墳周辺からは大量の須恵
器や馬具が出土しており、出土品
は近くの美馬郷土博物館に展示さ
れています。

氾濫原に建つ藍屋敷では各所に洪
水対策を見ることができます。高石
垣のほか、「オブタ」と呼ばれる広
い軒には舟が吊るされています。

注目ポイント

●所在地/美馬市美馬町字坊僧 ●問
合せ/美馬市教育委員会（TEL.0883-
52-8011） ●交通/美馬ICから車で
10分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/名西郡石井町藍畑字高畑
705 ●問合せ/田中家住宅（TEL.
088-674-0707） ●交通/高畑東バ
ス停下車、徒歩３分 ●駐車場/有（住
宅南の日本遺産解説広場に駐車可
能）

P.11
F-2

MAP

9 11

郡領氏族「粟凡直氏」の拠点で造営された寺院跡
あわのおおしのあたい

  いし     い     はい     じ     あと

石井廃寺跡 古代（奈良） 県指定史跡

権力基盤をもつ有力氏族により造営されたと
みられ、阿波国造墓碑の存在からも、石井町付
近が「粟凡直氏」の拠点であったことが想定さ
れます。

　石井町では、正確な出土地は不明ですが、
古代の郡領氏族であった粟凡直氏の紀年銘
墓碑である「阿波国造墓碑」（県指定有形文化
財）が発見されています。石井廃寺跡はこの墓
碑の年代に近い奈良時代前半に造営されまし
た。石井町の前山山麓に立地し、発掘調査で
は金堂跡・塔跡の礎石や回廊跡が発見され、
法起寺式伽藍配置といわれる建物配置である
ことがわかりました。このような寺院は、現地に

塔跡（調査時） 阿波国造墓碑

注目ポイント
発掘調査では寺院建物の礎石が
ほぼ完全に遺っていることが確認
されました。現地では、金堂跡と塔
跡の実際の礎石を見ることができ
ます。

●所在地/名西郡石井町石井字城ノ
内725-2 ●問合せ/石井町教育委員
会（TEL.088-674-7505） ●交通/
城ノ内バス停下車、徒歩13分 ●駐
車場/無

P.11
F-2

MAP

12

徳島県最古級の寺院跡

  こお    ざと   はい     じ     あと

郡里廃寺跡 古代（飛鳥、奈良） 国指定史跡 P.11
E-2

MAP

出土した軒丸瓦の同笵瓦が香川県
に分布していることから、古くから
香川県側との交流があったことが
分かります。

注目ポイント

●所在地/美馬市美馬町字銀杏木・
字願勝寺 ●問合せ/美馬市教育委員
会（TEL.0883-52-8011） ●交通/
美馬ICから車で５分 ●駐車場/無
（道の駅みまの里や寺町に駐車場
有）

10

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

道の駅
みまの里

願勝寺

美馬
中学校 438

美馬IC

12

高畑東バス停

飯尾川

OKいしい
パーク

武知家
住宅

大磯
モータース

天神の
イチョウ

34

JR下浦駅

城ノ内バス停

浄土寺童学寺

障害者支援施設
有誠園

飯尾川

20

吉野川

道の駅
みまの里

美馬郷土
博物館

JR貞光駅

438

美馬IC 12
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古 建 築

城と防備

寺社と庭園

寺社と庭園

中世阿波の政治・経済・文化の中心地

徳島県 藍住町

よく知られる武将で、発掘調査では庭園や茶道具等、
文化的な活動を示す遺構や遺物が見つかっています。
　隣接するガイダンス施設「史跡勝瑞城館跡展示室」
では、歴史の解説や遺物の展示を見ることができます。

　室町時代の阿波守護細川氏や、後に阿波の政権
を握った三好氏の本拠。城の様相は、戦乱がほとん
ど無かった中世阿波の社会情勢を反映したもので、
防御施設をほとんど持たない特徴的なものです。
　当城を本拠とした細川氏や三好氏は、文化人として

発掘調査で検出された池泉庭園

勝瑞城跡に築かれた
大規模な土塁

●所在地/板野郡藍住町徳命字前須西172 ●問合せ/藍住
町歴史館「藍の館」（TEL.088-692-6317） ●交通/奥野バス
停下車、徒歩10分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/板野郡藍住町奥野字山畑148 ●問合せ/藍住町教育委員会
（TEL.088-637-3128） ●交通/奥野バス停下車、徒歩５分 ●駐車場/無

 おく むら   け  じゅうたく

奥村家住宅

しょう  ずい  じょう  かん   あと

勝瑞城館跡 中世（室町） 国指定史跡

　「藍屋敷」と呼ばれる藍師・藍商人の屋敷の
代表例。文化年間から明治20年頃にかけて建
てられました。広い敷地の北寄りに南面して主
屋が建ち、中庭を囲むように藍染料の加工場
である「寝床」と呼ばれる建物が建っています。
　建物群がほぼ
完全に残された
藍屋敷は少な
く、藍の文化を
伝える上で貴重
な資料です。

近世阿波の経済を支えた藍商人の邸宅

奥村家住宅

藍商人の信仰によって支えられた神社

●所在地/板野郡藍住町徳命字前須西65 ●問合せ/藍住町教育委員会
（TEL.088-637-3128） ●交通/奥野バス停下車、徒歩5分 ●駐車場/無

　江戸中期に改築された本殿と拝殿は、ケヤ
キ材を主材とした建築です。200ｍ東にある
御旅所の緑色片岩の鳥居も珍しいものです。

藍商人の信仰によって支えられた神社
　江戸後期に建てられた本殿は華麗な造り
で、施された彫刻に目を奪われます。寄進した
藍商人の隆盛がうかがわれます。

近世（江戸） 町指定有形文化財

近世（江戸） 町指定有形文化財

  い    び   ら    め  じん じゃ

伊比良咩神社

P.11
F-2

MAP

P.11
F-2

MAP
P.11
F-2

MAP

社会情勢が平穏で、それまでは防
御施設がつくられませんでしたが、
16世紀末には大規模な土塁を持つ
曲輪が造営されます。戦乱に巻き込
まれていく様子がうかがわれます。

注目ポイント

●所在地/板野郡藍住町勝瑞字東勝
地61-1 ●問合せ/藍住町教育委員会
勝瑞事務所（TEL.088-641-3466） 
●交通/JR勝瑞駅下車、徒歩10分 
●駐車場/有（駐車スペース有）

13

14 15

  す    わ  じん じゃ

諏訪神社 P.11
F-2

MAP
16

詳しくはこちら ▼
JR
勝瑞駅

井原工業
鳴門工場

史跡
勝瑞城館跡
展示室

大正橋

14

近世～近現代 県指定有形文化財

望楼型
入母屋造（屋根の上部が切妻造のように２方向、
下部が寄棟造のように４方向に勾配を持つ屋根
を伴う建物）の基部の上に望楼（物見）を載せた
形式で、初期の天守は全てこの望楼型と考えられ
ています。四国の現存天守では高知城、他では犬
山城や姫路城などが挙げられます。

COLUMN

―近世城郭―

層塔型
塔のように４方向に勾配を持つ屋根を積み重ね
た形式で、望楼型と比べ新しい形式と考えられて
います。四国の現存天守では丸亀城、松山城、宇
和島城、他では松本城や弘前城などが挙げられ
ます。

独立式
櫓等を伴わず天守が単
独で建つ形式です。四
国の現存天守では丸亀
城、宇和島城、高知城
が挙げられます。

複合式
天守に付属して櫓が設
けられた形式です。四
国の現存天守では事例
はありませんが、他では
犬山城や彦根城などが
挙げられます。

連結式
天守と櫓が渡櫓などで
連結された形式です。
四国の現存天守では事
例はありませんが、他で
は名古屋城などが挙げ
られます。

連立式
中庭を取り囲むように天守
と複数の櫓が渡櫓などで
連結された、最も厳重な形
式です。四国の現存天守
では松山城、他では姫路
城などが挙げられます。

天守の見方や見所
四国には、全国に12棟しか存在しない江戸時代から残る天守が
４棟（丸亀城、松山城、宇和島城、高知城）も現存しています。

ここでは天守の見方や見所の基本をご紹介します。

天守の建築形式の違いに基づく分類

天守に付属する櫓等の構成の違いに基づく分類

天 守
天 守

櫓

天 守 櫓

櫓 櫓

櫓天守

中 庭

16 17



古墳と墓古墳と墓 古 建 築

城と防備

城と防備

城と防備

寺社と庭園

波の上の名城 高石垣が山を取り囲む、石の名城

香川県 高松市 香川県 丸亀市

瀬戸内海に面して築かれた高松城

●所在地/高松市峰山町1838-37 ●問合せ/高松市文化財課（TEL.087-839-
2660） ●交通/峰山バス停下車、徒歩25分 ●駐車場/有（無料、峰山公園駐車場）

●所在地/丸亀市綾歌町栗熊・富熊 ●問合せ/丸亀市教育委
員会（TEL.0877-22-6278） ●交通/琴平電鉄栗熊駅下車、
徒歩15分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/高松市屋島東町1815-1 ●問合せ/高松市文化財課（TEL.087-839-2660）
●交通/屋島山上バス停下車、徒歩15分 ●駐車場/有（有料、屋島山上観光駐車場）

●所在地/高松市国分寺町国分2177-1 ●問合せ/高松市文化財課（TEL.087-839-
2660） ●交通/JR国分駅下車、徒歩10分 ●駐車場/有（無料、讃岐国分寺跡資料館）

 いわ  せ    お   やま   こ   ふん ぐん

石清尾山古墳群

 たか    まつ  じょう  あと

高松城跡 近世（江戸） 国指定史跡
  まる   がめ  じょう  あと

丸亀城跡 近世（江戸） 国指定史跡

古墳時代 国指定史跡

日本最大最多の積石塚古墳群 ３基の刳抜（くりぬき）式石棺を持つ前方後円墳

双方中円墳の形状イメージ

古代国家の国土防衛戦略
　663（天智２）年の白村江の戦いで敗れたことを契機に、北
部九州から瀬戸内海にかけて、国土防衛のための城が築か
れました。屋島にある屋嶋城（やしまのき）もその一つです。

四国唯一の特別史跡
　各国に整備された国分寺の一つで、近くには国分尼
寺も所在しています。発掘調査によって伽藍配置が明
らかにされており、僧房等の遺構も整備されています。

古代（飛鳥） 国指定史跡・同天然記念物

古代（奈良） 国指定特別史跡

  や  しま

屋島

P.11
E-1

MAP

P.11
E-1

MAP
P.11
E-1

MAP

注目ポイント
1945（昭和20）年に戦災で焼失した桜
御門の復元整備が、2022（令和４）年
６月に完了しました。各種の調査に基
づく厳密な検証の結果、かつての姿に
限りなく近い形で復元されています。

城内の高石垣の中でも、三の丸北側
の石垣は高く、その高さは20ｍを超
えます。算木積みにより築かれた石
垣の角部は美しい曲線を描いてお
り「扇の勾配」と称されています。

注目ポイント

●所在地/高松市玉藻町96 ●問合
せ/高松市文化財課（TEL.087-839-
2660） ●交通/JR高松駅下車、徒歩
５分 ●駐車場/有（無料、玉藻公園東
側に駐車スペース有）

●所在地/丸亀市一番丁 ●問合せ/
丸亀市教育委員会（TEL.0877-22-
6278） ●交通/JR丸亀駅下車、徒歩
10分 ●駐車場/有（有料、丸亀城内
駐車場）

P.11
E-1

MAP

P.11
E-2

MAP

1

2
 かい てん やま   こ   ふん

快天山古墳
古墳時代 国指定史跡

63

さぬ   き   こく ぶん  じ  あと

讃岐国分寺跡 P.11
E-1

MAP
4

5

●所在地/丸亀市本島町泊81 ●問合せ/丸亀市教育委員会
（TEL.0877-22-6278） ●交通/本島港から徒歩15分 ●駐
車場/有（無料）

江戸時代、塩飽人名による自治があった

P.11
E-1

MAP

    しわく   きん  ばん しょ  あと

塩飽勤番所跡
近世（江戸） 国指定史跡

7

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

　現在は城郭の中心部分が「玉藻公園」として公開されて
おり、石垣や櫓等を見学することができます。また、大正時
代に松平家によって築かれた別邸兼迎賓施設である重要
文化財「披雲閣」も貸館として利用することができます。

　1588（天正16）年、豊臣家の重臣であった生駒親正に
よって築かれた城郭です。瀬戸内海に面して築かれてお
り、海から船で出入りすることを前提にした設計であるこ
と、堀に海水が引き込まれていること、多数の舟入を有して
いたこと等から、「海城」とも評されます。生駒家がお家騒
動によって転封されたのち、1642（寛永19）年に、徳川家
康の孫に当たる松平賴重が入部すると、明治時代まで松
平家が藩主を務めました。瀬戸内海の交通を通じた西国
の抑えとして、
海陸交通の結
節点に城が築
かれ、天守は四
国で最大の規
模を誇りました。

　通常、古墳は土を盛り上げて造るのが一般的です
が、石を積み上げて築くものを「積石塚」と呼びます。
極めて地域的な個性の強い古墳と評価されており、
讃岐地域を中心に発展したことがわかっています。
　石清尾山古墳群は、積石塚の最大かつ最多の集中地
で、瀬戸内海を望む丘陵の上に、３世紀中ごろ～４世紀に
かけて、連綿と古墳が築かれました。全国でも石清尾山
古墳群にしか認め
られない、双方中円
墳と呼ばれる特殊
な形状の積石塚も
見つかっています。

（平成30）年の西日本豪雨で崩落した石垣の
復旧工事を進めています。崩落前の石垣の高
さは31ｍで、全国でも例のない高さを復旧す
る工事となっています。

　丸亀城は市内北部に所在する平山城で、山
全体を高石垣が取り囲むように築かれていま
す。城内の最高所にあたる本丸には、現存12
天守の一つである木造天守が建ち、石垣とと
もに歴史空間を形成しています。現在は2018

現在修復中の石垣復旧工事現場

　快天山古墳は、古墳時代前期後半に築造さ
れた前方後円墳です。全長98.8ｍ、後円部径約
68ｍを測り、後円部には３基の刳抜式石棺が埋
納されています。近年の調査では、埋葬施設の
構造と墳丘盛土の築造過程から３基の石棺や
槨（かく）が同時に構築されたことが明らかにな
りました。墳丘には２
段の平坦面を設け、
斜面には葺石が施さ
れ、円筒埴輪が立て
並べられていました。

３号石棺全景（発掘調査時）

　塩飽全島は豊臣時代以降、人名と称する幕府
の船方650人が共有する領知でした。塩飽勤番
所は1798（寛政10）年に新築されたもので、人
名による入札で選ばれた３人の年寄が交代で政
務を執っていました。現在の建物は1860（万延
元）年に改築されたもので、明治以降は村役場、
丸亀市役所本島支
所として使われまし
た。長屋門、主屋、土
蔵他付属建物を見学
することができます。

塩飽勤番所外観

JR
丸亀駅

丸亀市立
西中

丸亀市役所

21
33

JR
高松駅

高松築港駅
フ
ェ
リ
ー
通
り

香川県立
ミュージアム

瀬戸大橋通り

30
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古墳と墓
古 建 築

城と防備城と防備

寺社と庭園

堅固な縄張りと現存天守を誇る城 中世瀬戸内の覇者、村上海賊の本拠地

愛媛県 松山市 愛媛県 今治市

のみ完存）で連結するなど、堅固な縄張りが特徴
です。石垣や建造物などがよく残り、城域の大部
分が国の史跡、21棟の建造物が国の重要文化
財に指定され、天守は現存12天守の一つです。

　松山城は、1602（慶長７）年に加藤嘉明が築
城を開始し、1627年頃に完成したと言われてい
ます。松山平野の中心、勝山山頂に連立式天守
（本壇）を伴う本丸、南西の山麓に二之丸、三之
丸を設け、本丸と二之丸を南北の登り石垣（南

●所在地/松山市東方町1238 ●問合せ/松山市教育委員会
（TEL.089-948-6603） ●交通/西野バス停下車、徒歩22分 
●駐車場/有（無料、西側の隣地）

 わた なべ   け  じゅうたく

渡部家住宅

  まつ   やま  じょう  あと

松山城跡 近世（江戸） 国指定史跡・同重要文化財・県指定天然記念物
    の     しま   じょう  あと

能島城跡 中世（室町、安土・桃山） 国指定史跡

近世（江戸） 国指定重要文化財 中世（鎌倉） 国宝・国指定重要文化財・
市指定天然記念物

　渡部家住宅は、東方村（現東方町）で庄屋を
務めた渡部家の旧宅です。主屋のほか長屋
門、米倉、倉が構えられ、周囲は土塀で囲われ
ています。主屋は、1866（慶応２）年に建築され
た入母屋造りの本瓦葺きですが、土間と内玄
関の上に、農家
の身分を表す茅
葺きの越屋根
（こしやね）が葺
かれているのが
特徴です。

身分社会の象徴「越屋根」

P.10
C-3

MAP

P.10
C-3

MAP

注目ポイント

松山城を特徴付ける南北の登り石
垣は、南側がほぼ完全に残ってお
り（230ｍ以上）、日本最長を誇り
ます。

村上海賊の海城には岩礁ピットと
呼ばれる穴が残されています。これ
は係船や桟橋用の柱穴と考えられ
ています。能島城では東部海岸によ
く見られ、干潮時には多数の岩礁
ピットが観察できます。

注目ポイント

●所在地/松山市丸之内1 ●問合せ/
松山城総合事務所（TEL . 0 89 -
921-4873） ●交通/伊予鉄道市内
電車大街道電停下車、ロープウェイ・
リフト乗り場まで徒歩５分 ●駐車場/
有（有料、喜与町駐車場等）

●所在地/今治市宮窪町宮窪 ●問合
せ/今治市村上海賊ミュージアム（TEL.
0897-74-1065）、今治市文化振興課
（TEL.0898-36-1608） ●交通/土日祝
のみ上陸ツアー有（要予約） ●駐車場/
有（村上海賊ミュージアム駐車場が利用可）

P.10
C-2

MAP

1

2

4

激レア！ 実物の竪穴式石槨が見られる前方後円墳

みょう  けん   さん     こ     ふん

妙見山古墳 古墳時代 国指定史跡

注目ポイント
妙見山古墳からは前方部と後円部
から竪穴式石槨が各１基見つかっ
ています。特に後円部の竪穴式石槨
は実物を見学できる全国的にも珍
しい整備をしており、グッドデザイン
賞を受賞しています。

●所在地/今治市大西町宮脇乙555-2 
●問合せ/藤山歴史資料館（TEL.0898-
53-2313）、今治市文化振興課（TEL.
0898-36-1608） ●交通/JR大西駅下
車、徒歩約20分 ●駐車場/有（藤山健
康文化公園駐車場が利用可）

P.10
C-2

MAP

5

●所在地/松山市南江戸5-10-1 ●問合せ/松山市教育委員
会 文化財課（TEL.089-948-6603） ●交通/大宝寺口バス
停下車、徒歩５分 ●駐車場/有（無料、参拝者駐車場）

 たい ほう   じ

大宝寺

　大宝寺は大宝年間に越智玉興によって創建さ
れたと伝わり、阿弥陀堂形式を用いた本堂が国宝
に、木造阿弥陀如来坐像他２躯が重要文化財に
指定されています。「うば桜」と呼ばれる境内の桜
は、自らの命と引き換えに姫の病気治療を薬師如
来に祈願した乳母
の遺言によって植え
られたと伝わり、小
泉八雲の『怪談』に
も「姥桜」として紹介
されています。

乳母伝説の桜が残る古刹

P.10
C-3

MAP3

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

ています。かわらけや外国産陶磁器などが出土し、
当時の海賊たちの活動が垣間見えます。出土品や
研究成果は村上海賊ミュージアムで見学できます。

　能島城跡は中世の瀬戸内で活躍した海賊衆、
能島村上氏の本拠地です。芸予諸島の大島と鵜
島の間にある小さな無人島（能島、鯛崎島）全体を
城として利用した海城です。これまでに幾度も発掘
調査が行われ、井楼や掘立柱建物などが発見され

能島城跡天守は幕末に再建されたもので、現存12天守では最後の事例

上からは大西平野と斎灘を一望することができま
す。その眺望は素晴らしく、古墳から景色を見渡せ
ば、妙見山古墳と海のつながりを実感できます。

　妙見山古墳は、今治市大西町に築かれた全長
55.2ｍの初期前方後円墳です。墳丘は前方部が短
く左右非対称形であることが特徴です。海側が大き
く造られていることから、海を意識した古墳と考えら
れています。それを裏付けるように、妙見山古墳の

妙見山古墳と斎灘

本堂とうば桜幕末に建てられた主屋

愛媛大

大街道
電停

ロープウェイ
城山公園

松山大

11

196

藤山健康
文化公園

大井八幡
大神社

今治市立
大西中

JR
大西駅

163

196

鵜島

大島

今治市村上海賊
ミュージアム

大島北IC

49

317

能島
鯛崎島
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古墳と墓
城と防備

城と防備

暮らしと景観

藤堂高虎が築いた西国の伊達９代の居城

愛媛県 宇和島市

　城内には藤堂期から幕末までの多様な時代
の石垣が残り、藤兵衛丸に残る高さ13ｍの石
垣は、築造当時は日本屈指の高さであったと考
えられています。

　宇和島城は市街地中心部の丘陵にある平
山城です。現在は堀などが埋め立てられ、海か
らは離れてしまっていますが、藤堂高虎の築城
時は約半分が海に面する海城でした。

藤堂期の面影を残す藤兵衛丸石垣

●所在地/宇和島市住吉町2-4-36 ●問合せ/宇和島市立歴
史資料館（TEL.0895-23-2400） ●交通/住吉町バス停下
車、徒歩２分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/【等覚寺】宇和島市野川甲1157、【大隆寺】宇和島市宇和津町1-3-1 ●問
合せ/宇和島市教育委員会（TEL.0895-49-7033） ●交通/ジェイコー宇和島
病院前バス停下車、【等覚寺】徒歩７分、【大隆寺】徒歩12分 ●駐車場/有(無料)

●所在地/宇和島市新町2-3-8 ●問合せ/宇和島市教育委員会（TEL.
0895-49-7033） ●交通/JR宇和島駅下車、徒歩５分 ●駐車場/無

かば さき ほう だい あと

樺崎砲台跡

   う       わ     じま  じょう

宇和島城 近世（江戸） 国指定史跡・同重要文化財

近世（江戸） 市指定史跡

　1855（安政２）年に宇和島湾の防備のた
めに造られた砲台跡です。
　1866（慶応２）年に来航したイギリス軍艦
にこの砲台
から礼砲を
撃ったと、外
交官アーネ
スト・サトウ
の記録が残
されていま
す。

幕末に造られた西洋式砲台跡

胸墻（きょうしょう）などを復元

宇和島藩主歴代の墓所
　宇和島藩主は初代から４代までは龍華山等覚寺に、
５代以降は金剛山大隆寺と交互に葬られています。

銅像より橋を望んだ偉人に由来
　「民法の父」と称せられた近代の法学者穂積陳重の
「銅像にて仰ぎ視られるより橋となって公衆に履んで渡
られたい」という遺志にちなんで名付けられた橋です。

近世（江戸） 県指定史跡・市指定史跡

近現代（明治以降） 国登録記念物

  う    わ  じま はん しゅ  だ    て    け    ぼ  しょ

宇和島藩主伊達家墓所
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MAP
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MAP
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MAP

伊達宗利によって改修された天守
が残ります。現存12天守の一つで
あり、御殿建築の意匠が随所に施
された装飾性の高い天守になって
います。

注目ポイント

●所在地/宇和島市丸之内 ●問合せ/
宇和島市教育委員会（TEL.0895-
49-7033） ●交通/JR宇和島駅下
車、徒歩15分 ●駐車場/有（有料、 
100円/時間）

6

7 8

  ほ  づみ ばし

穂積橋 P.10
B-4

MAP
9

詳しくはこちら ▼

JR宇和島駅

宇和島
市役所

56

320

宇和島
朝日IC

COLUMN

❶高松茶臼山古墳
香川県高松市/県指定史跡

山頂部に所在する墳長75ｍの
前期前方後円墳。埴輪が置か
れ、後円部には２基の竪穴式石
室を有し、鍬形石や画文帯神獣
鏡などが副葬されていました。

❷渋野丸山古墳
徳島県徳島市/国指定史跡

墳長105ｍを測る四国第２位の
中期前方後円墳。墳丘括れ部に
は造り出しを有し、円筒・朝顔形
に加えて船などの各種埴輪が出
土しています。

❸王墓山古墳
香川県善通寺市/国指定史跡

墳長46ｍを測る後期前方後円
墳。石屋形を持つ石室内からは
金銅製冠帽や銀象嵌太刀、f字
形鏡板付轡・剣菱形杏葉の馬
具セットが出土しています。

❹葉佐池古墳
愛媛県松山市/国指定史跡

５基の石室を持つ終末期の長円
形墳。未盗掘の横穴式石室では
古代の葬送儀礼「モガリ」が復
元可能となった全国でも貴重な
古墳です。

❺朝倉古墳
高知県高知市/県指定史跡

大型横穴式石室を有する終末
期古墳。玄室長5.2ｍで玄門部
は立柱石、奥壁には巨大な一枚
石を配置するなど高知平野内で
は卓越した規模です。

❻宇摩向山古墳
愛媛県四国中央市/国指定史跡
大型の横穴式石室２基を有する
四国最大級の長方形墳。終末
期の築造で、周囲には周溝や列
石など墳丘を区画する施設も整
備されていました。

１）古墳から見える「風景」を楽しもう。/築造当時の視界が想像できます！
２）古墳の周囲を歩いてみよう。/古墳の規模・構造・形状が把握できます！
３）石室石材をよく観察してみよう。/石室の規模・築造技術が確認できます！

―墓に眠る古代の記憶を辿る旅―

四国・古墳見学ノススメ

古墳見学を楽しむポイント

四国には今も数多くの古墳が現地に残っています。
ここでは千数百年の時を経て後世にその姿を残す、注目すべき古墳をご紹介します。

※民有地の場合は、所有者の許可を頂いた上で見学しましょう。
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古墳と墓

城と防備城と防備

寺社と庭園

暮らしと景観
古代の遺跡古代の遺跡

古代日本の防衛拠点か 現代に甦った木造天守

愛媛県 西条市 愛媛県 大洲市

の発掘調査によって、多様な工法で築かれた城壁
や鍛冶関係の遺構、遺物等が確認されました。
　令和元年度から現地整備事業が始まり、令和６
年度末で史跡の東半分の整備が完了しています。

　永納山城跡は、高縄半島の付け根に位置する
独立丘陵上に築城された古代の山城です。古代
山城の築城目的は多説ありますが、一般的には古
代国家形成期の７世紀後半、国家防衛の一翼を
担うために築かれたと考えられています。これまで

東部頂上から南東部尾根を巡る城壁を眺める

●所在地/西条市氷見乙1212 ●問合せ/西条市教育委員会
（TEL.0897-52-1628） ●交通/JR伊予氷見駅下車、徒歩10
分 ●駐車場/無

●所在地/大洲市菅田町菅田字村島 ●問合せ/大洲市教育
委員会（TEL.0893-57-9993） ●交通/JR伊予大洲駅下車、
車で20分、菅田農協前バス停下車、徒歩30分 ●駐車場/無

●所在地/大洲市長浜 ●問合せ/大洲市役所長浜支所（TEL.
0893-52-1111） ●交通/JR伊予長浜駅から車で５分、徒歩
15分 ●観光駐車場/有（無料）

●所在地/大洲市大洲411-2 ●問合せ/臥龍山荘（TEL.0893-
24-3759） ●交通/JR伊予大洲駅下車、車で10分、徒歩30分、
まちの駅あさもやバス停下車、徒歩５分 ●駐車場/有（無料）

 にし おお つか   こ   ふん

西大塚古墳

  えい   のう    さん  じょう  あと

永納山城跡 古代（飛鳥） 国指定史跡
  おお     ず    じょう あと

大洲城跡 近世（江戸） 県指定史跡

古墳時代 市指定史跡

　西大塚古墳は、西条市東部にある氷見台
地上の先端に位置する７世紀初頭～前半頃
の古墳です。現地には石室が露出しており、天
井石の一部を欠きますが、石室は比較的良好
に残存しています。石室の内部には一部土砂
が堆積しているため、現在確認することができ
ませんが、両袖式の
横穴式石室である
とされています。古
墳からは、須恵器が
出土しています。

西条の石舞台か 石斧と石鏃を製作した稀有な集落

西大塚古墳

国内最古の現役道路可動橋
　肱川河口に架かる1935（昭和10）年竣工
の「赤橋」は、今なお現役の可動橋です。

名建築を擁する自然美豊かな庭園
　明治期の数寄屋の名建築「臥龍山荘」と、周囲
の自然を取り込んだ庭園は唯一無二の景観です。

近現代（明治以降） 国指定重要文化財

近現代（明治以降） 国指定名勝
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　当時の遺構として、本丸を中心とする石垣、
櫓４棟、下台所、内堀の一部などが残されてい
るほか、2004（平成16）年には天守が復元さ
れました。

　大洲城は、独立丘陵状の小丘上（標高約40
ｍ）に築造された平山城で、北と東は一級河川
の肱川に接しています。中世段階では地蔵ヶ嶽
城などと呼ばれ、伊予宇都宮氏の拠点でした。
近世以降は、戸田勝隆、藤堂高虎、脇坂安治、
脇坂安元が城主として大洲を治め、1617（元
和３）年に伯耆国米子から加藤貞泰が６万石の
領主として入部して以降、1869（明治２）年の
廃藩まで、加藤家13代の居城となりました。

春の大洲城跡遠景 雪の高欄櫓・復元天守・台所櫓

注目ポイント
現地には、当時の城壁の高さや角
度を体感できるように城壁が復元
されています。その状況は、城外側
に設置された見学デッキから見学
できます。

2004（平成16）年に復元された四層四重
の木造天守は、大洲市指定有形文化財「天
守雛型」（写真）や取り壊される1888（明治
21）年以前の古写真、発掘調査などの成
果を総合して忠実に復元されています。

注目ポイント

●所在地/西条市河原津乙７-40他 
●問合せ/西条市教育委員会（TEL.
0897-52-1628） ●交通/JR伊予三
芳駅下車、徒歩40分 ●駐車場/有
（史跡南東部に駐車スペース有）

●所在地/大洲市大洲903 ●問合せ/大洲
城管理事務所（TEL.0893-24-1146） ●交通
/JR伊予大洲駅下車、車で10分、徒歩30分、
大洲城前バス停下車、徒歩５分 ●駐車場/有
（【大洲市民会館駐車場】有料：最初の1時間
160円、以降30分80円、【観光駐車場】無料）

本遺跡で製作された石斧 検出された段状遺構
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　本遺跡は標高約40ｍ～100ｍの山腹の傾斜地に位
置する弥生中期の集落です。緑色玄武岩製の石斧と赤
色珪質岩製の石鏃が多量に製作された四国でも珍しい
石器製作遺跡です。これまでの調査で、一般的な弥生集
落にみられるような竪穴建物ではなく、特徴的な段状遺
構を主体とした集落だったことが明らかになっています。

10

11
 むら しま みや　　 くび   い   せき

村島宮の首遺跡
弥生時代

14
ながはまおおはし

長浜大橋15

 がりゅうさんそうていえん

臥龍山荘庭園16

13

●所在地/西条市福武乙27他 ●問合せ/西条市教育委員会（TEL.
0897-52-1628）、西条市考古歴史館 （TEL.0897-55-0419） ●交
通/小川バス停下車、徒歩30分 ●駐車場/有（西条市考古歴史館）

 はち どう やま   い   せき

八堂山遺跡
弥生時代 市指定史跡

　八堂山遺跡は、標高約196ｍの八堂山山頂
で発見された高地性集落です。これまでに３回
の発掘調査が行われ、弥生時代後期の竪穴
建物（３棟）や掘立柱建物（１棟）、溝（１条）など
が確認され、弥生土器や石器、鉄製品などが
出土しました。なお、１棟の竪穴建物は現地に
平面表示をする整
備を行っています。
また、出土遺物は西
条市考古歴史館で
みることができます。

道前平野を一望できる集落

整備された竪穴建物

P.11
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MAP12

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

大洲市立博物館所蔵

休暇村
瀬戸内東予

タオル
美術館

世田山城跡

JR伊予三芳駅

草ノ森城跡 159

JR
伊予大洲駅

大洲市立
博物館

大洲 
市民会館

観光
駐車場

肱
川

臥龍山荘

大洲中央
病院

56

197
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古墳と墓

古墳と墓

城と防備

暮らしと景観
暮らしと景観暮らしと景観

古代の遺跡

西南四国最古の前方後円墳 古代松山平野の文化・社会を凝縮する祭祀遺跡

愛媛県 西予市 愛媛県 松前町

●所在地/西予市宇和町岩木 ●問合せ/西予市教育委員会 まなび推進課（TEL.
0894-62-6415） ●交通/西予宇和ICから車で30分、JR伊予石城駅下車、徒歩
20分 ●駐車場/有（JR伊予石城駅 30台、笠置峠古墳東の駐車スペース 10台）

●所在地/伊予郡松前町大字筒井1395 ●問合せ/松前町教育委員会（TEL.
089-985-4135） ●交通/伊予鉄道松前駅下車、徒歩15分 ●駐車場/無

●所在地/重信川松前町側河川敷 ●問合せ/松前町教育委員会（TEL.
089-985-4135） ●交通/伊予鉄道鎌田駅下車、徒歩20分 ●駐車場/無

●所在地/伊予郡松前町大字筒井1395 ●問合せ/松前町教育委員会（TEL.089-985-4135）
●交通/伊予鉄道松前駅下車、徒歩15分  ●駐車場/有（義農通りふれあい広場が利用可）

  や  わた はまかい どう かさ  ぎとうげごえ

八幡浜街道笠置峠越

  かさ     ぎ    とうげ   こ     ふん

笠置峠古墳 古墳時代 県指定史跡
しゅっ  さく      い     せき

出作遺跡 古墳時代

中世～近世 国指定史跡

　本街道は、標高397mの笠置峠を越えて西予市宇
和町岩木と八幡浜市釜倉をつなぐ峠道です。峠を介
した交流の記録は室町時代が最古ですが、付近に笠
置峠古墳が存在することから、峠の利用はさらに時代
を遡る可能性があります。明治時代後半までは八幡
浜に向かう主要街道で、地元の住民や旅人、商人、遍
路客が行き来したほ
か、宇和島藩の藩主が
参勤交代に利用しまし
た。道沿いには旅の安
全を祈る石造物や遍路
墓、石畳が見られます。

お遍路さんからお殿様まで通った昔の主要街道 一粒の麦に託した命、未来へ刻む碑

八幡浜街道笠置峠越

　1732（享保17）年の大飢饉で、「農は国の本、種子
は命より尊い」と麦の種を守り餓死した農民・作兵衛
の行いは、農の尊厳と命の重みを示すものとして深い
感動を呼びました。その精神を後世に伝えるため、松
山藩主松平定静の命により碑文が撰され、1777（安
永６）年、伊予郡24ヵ村から360余人の奉仕により顕
彰碑が建立されました。碑石は
雲母安山岩の自然石で、裏面
には作兵衛の事績が簡潔かつ
明解に刻まれています。傍らに
は藩命により建てられた墓も現
存し、作兵衛の生涯と不屈の
精神を今に伝えています。 義農の墓

渡し船がつないだ、暮らしと交易の道
　大正中頃まで、松山と南予を結ぶ道では重信川で渡し船
が利用され、出合いと郡中など５カ所を結ぶ公共交通の重要
な役割を果たしていました。現在は跡地に標柱があります。

砦から城へ、そして歴史の記憶へ
　平安時代初期、軍事の要衝として築かれた砦が松前城の
初まりとされ、南北朝期の攻防や加藤嘉明による整備を経
て発展しましたが、嘉明の松山移封により廃城になりました。

近現代（明治以降）

中世（鎌倉） 町指定史跡
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MAP

P.10
B-4

MAP

注目ポイント
後円部墳頂から出土した土器・土製模造
品です（レプリカ）。直口壺は酒などの飲
料を入れたもの、土製模造品はモチやア
ケビ、貝などの山海の珍味を模したもの
で高坏に盛られたと推定されています。

松前総合文化センター３階の松前町歴史民俗資
料室では、出作遺跡から出土した遺物を展示し
ており、間近でご覧いただくことができます。過
去の人々の暮らしを感じながら、古代の知恵と
文化に思いを馳せてみてはいかがでしょうか。

注目ポイント

●所在地/西予市宇和町岩木2101 ●問
合せ/西予市教育委員会 まなび推進
課（TEL.0894-62-6415） ●交通/西
予宇和ICから車で30分、JR伊予石城
駅下車、徒歩１時間20分 ●駐車場/
有（古墳東側に駐車スペース有 10台）

【松前町歴史民俗資料室】
●所在地/伊予郡松前町大字筒井633 
松前総合文化センター３階 ●問合せ/
松前町教育委員会（TEL.089-985-
4135） ●交通/伊予鉄道松前駅下車、
徒歩15分 ●駐車場/有
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MAP
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MAP
P.10
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MAP
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17

18
  ぎ   のう　　 はか

義農の墓
近世（江戸） 県指定史跡近世～近現代 国選定重要文化的景観

21
しげのぶがわ　　わた

重信川の渡し22

  ま  さきじょう し

松前城址23

20

●所在地/西予市明浜町狩浜 ●問合せ/西予市教育委員会 まなび推進課（TEL.0894-
62-6415） ●交通/西予宇和ICから車で30分、狩浜バス停下車、徒歩１分 ●駐車場/
有（狩江地域づくり活動センター前 車10台、バス１台）※駐車後は徒歩で散策のこと

 う   わ かいかりはま      だんばた      のうぎょそんけいかん

宇和海狩浜の段畑と農漁村景観

　宇和海のリアス海岸の入江に面する明浜町狩
浜地区では、連綿と続く農業と漁業の営みにより、
海、集落、段畑、山林が一体的に連なる壮大な景
観が形成されています。石灰岩を主とする石垣を
用いた段畑は、見上げるほどの急斜面に連なって
築かれ、集落には養蚕小屋や櫨蔵などの生業の変
遷を伝える建物が多
数存在します。海岸沿
いにはシラス漁の漁
船が停泊し、水揚げ用
の桟橋やちりめんの
干場が見られます。

海里山の暮らしが紡いだ壮大な景観

宇和海狩浜の段畑と農漁村景観

P.10
B-4

MAP19

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

　供献された遺物量から古墳時代中期（約1,600年前）
の西日本を代表する大規模な祭祀遺跡で、祭祀行為を
おこなったのは松山平野内の広い範囲から集まった人々
と考えられています。現在は現地に解説板があります。

発掘調査当時、農地から累 と々出土する
膨大な数の遺物

　本遺跡は、重信川によって形成された沖積平野の標高
15ｍ前後の氾濫原に立地しています。1977（昭和52）年に
ほ場整備事業の工事中に発見され、遺跡の一部（約3,000
㎡）で発掘調査を実施し、流路周辺に広がる祭祀遺構や竪
穴建物・焚火跡が発見されました。祭祀遺構から土師器や
須恵器をはじめ石製模造品（勾玉形・剣形・円板）や臼玉、
鉄製の農工具（三又鍬・穂摘具・鎌・刀子・斧）や鉄鋌（鉄素
材）、ミニチュアの斧など膨大な遺物が出土しています。さら
に石製模造品や
鉄製ミニチュア斧
は素材から製品ま
での製作工程の
わかる資料も出
土しています。

笠置峠古墳（航空写真）

され、副葬品として、折り曲げられたヤリなどの多
数の鉄製品が出土しました。また、直口壺や高坏
とともに食物を模した土製品が出土し、古墳上で
飲食儀礼が行われていたことが判明しました。

　本古墳は、宇和盆地を見下ろす標高411mの
山頂に立地しており、西は佐田岬半島や九州の
国東半島まで見渡すことができます。1997（平成
９）～2004（平成16）年にかけて発掘調査が行わ
れ、古墳時代前期初頭に築かれた全長47mの前
方後円墳であることが分かりました。後円部が楕
円形、前方部が前
端に向かって狭くな
る独特の平面形を
なし、地形的制約に
より左右非対称と
なっています。後円
部墳頂からは１基の
竪穴式石槨が検出

東大谷
古墳

三瓶
神社

JR伊予石城駅

下谷
集会所

25

260

出作集会所

JR北伊予駅

北伊予郵便局

16

214
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城と防備

そ の 他 暮らしと景観

予土国境最前線の中世山城

愛媛県 松野町

●所在地/【目黒ふるさと館】北宇和郡松野町目黒684-２ ●問合せ/
松野町教育委員会（TEL.0895-42-1118） ●交通/JR松丸駅下車、車
で20分、三間ICから車で35分（目黒ふるさと館） ●駐車場/有（無料）

  め  ぐろ やま がた かん けい   し  りょう

目黒山形関係資料

    か       ご     もり  じょう  あと

河後森城跡

近世（江戸） 国指定重要文化財

　吉田藩領だった目黒村（現松野町目黒）と宇和島藩
領だった隣村との山境争いによって製作された本文
化財は、1665（寛文５）年に製作された目黒山形（木
彫りの地形模型）と絵図、文書記録類からなります。と
くに山形は、当時としては最新の測量技術によって製
作された立体模型で、縮尺は約5,900分の１、山林や
川、田畑、道、建物など
が精密に描かれており、
江戸時代初期の農山
村景観をつぶさに観察
することができます。

江戸時代の３D模型

目黒山形全景

P.10
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MAP

P.10
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MAP

本郭では、城内唯一の石垣や瓦葺きの礎
石建物の存在がわかっており、中世山城の
段階から、高石垣や天守を設けるような象
徴的な場として機能する近世城郭の段階
へと移行する過渡的状況を示しています。

注目ポイント

●所在地/北宇和郡松野町松丸・富
岡地内 ●問合せ/松野町教育委員会
（TEL.0895-42-1118） ●交通/JR松
丸駅下車、永昌寺登城口まで徒歩15
分、三間ICから車で20分 ●駐車場/
有（無料、風呂ヶ谷駐車場に約10台）

24

25

●所在地/北宇和郡松野町蕨生 ●問合せ/松野町教育委員会
（TEL.0895-42-1118） ●交通/JR松丸駅下車、車で20分、
三間ICから車で35分 ●駐車場/無

おくうち　   たな だ  およ　   のうさんそんけいかん

奥内の棚田及び農山村景観

　本景観は、主体となる構成要素は棚田であり、江戸
時代から続く伝統的な土地利用の維持、継承によって
良好な景観が保たれてきました。最高で４ｍを超える石
垣をもつ棚田は主に谷に展開し、宅地は尾根に、畑は
宅地の周辺と山際に、というように現在でも生活・生業
の主体となる部分はそれぞれに基本的な立地を踏襲し
ています。また、これらを
取り巻く山林は天然生
林の占める割合が高く、
豊富な生物環境を育む
場ともなっています。

天水かけ流しの石垣棚田

奥内の棚田（遊鶴羽地区）

P.10
C-4

MAP26

詳しくはこちら ▼

氏、冨田氏の所領となり、その間河後森城にはそれ
ぞれに城代が置かれていたようです。そして、1615
（元和元）年の一国一城令で軍事施設としての河後
森城は廃城されたのではないかと想定しています。

　「黒土郷河原渕領」と呼ばれていた当地域は、伊
予・西園寺氏と土佐・一条氏－長宗我部氏の諸勢力
が及ぶ「境目」地域でした。地域に伝わる古文書等か
ら、河後森城には永禄年間初期までに一条氏側から
迎えられた領主「河原淵教忠」の存在が知られてい
ます。その後、1584（天正12）年頃までにはこの地
域が長宗我部氏の配下に置かれた可能性が高く、
その翌年に行われた秀吉による四国平定以後、松
野町を含む宇和郡一帯は小早川氏、戸田氏、藤堂

河後森城跡遠景 西第十曲輪整備状況

虹の森公園

JR松丸駅

芝不器男
記念館

風呂ヶ谷
駐車場

広
見
川

381

近世～近現代 国選定重要文化的景観

中世（室町、安土・桃山） 国指定史跡

COLUMN

宇和島市遊子水荷浦
愛媛県宇和島市/国選定重要文化的景観

城壁のような石垣の段畑が岬の急斜面に連なり、
半農半漁の暮らしと宇和海の美しさが印象的な眺
めを生みます。

宇和海狩浜の段畑と農漁村景観
愛媛県西予市/国選定重要文化的景観

石積みの段畑と昔ながらの家並みが入江を彩
り、半農半漁の営みが今も息づく落ち着いた景観
です。［詳細はP26参照］

奥内の棚田及び農山村景観
愛媛県北宇和郡松野町/国選定重要文化的景観

急峻な山あいに石積みの棚田と集落が広がり、江
戸期から受け継がれる石積みの景観が今も続き
ます。［詳細はP28参照］

外泊 石垣の里
愛媛県南宇和郡愛南町

入江に面した急斜面に住民が山を切り開き、台風
や季節風から家や暮らしを守るため石垣を築い
た、外泊ならではの集落景観です。［詳細はP31参照］

―文化的景観―

時を紡ぐ虎の巻 ～四国に息づく文化的景観をたどって～

１）文化的景観は、単に写真映えする場所でなく、移動しながら見えてくるものです。
 歩みを進めるたびに景色が変わり、その土地の暮らしの時間に触れることができます。
２）文化的景観は、季節と時間帯で見えてくるものが大きく変わります。
 潮風、植物の匂い、水の音などの「環境の気配」は、文化的景観の重要な構成要素です。
３）畑、用水路、住宅などの配置には、土地の傾斜、風向き、水の流れ、作業場との距離
 などが大きく関わっています。実際に歩くと配置の必然が分かります。

楽しみ方のヒント

歴史と風土に根差した暮らしの景観を見て、「その土地ならでは」を体感しましょう。
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城と防備

寺社と庭園

そ の 他

暮らしと景観

古代の遺跡

古代の遺跡 古代の遺跡

中世南国唯一の上級僧の資格伝授の寺 町の中心に眠る四国有数の縄文貝塚

愛媛県 鬼北町 愛媛県 愛南町

ガイダンス施設「奈良山等妙寺歴史交流館」とと
もに史跡公園としてオープンしました。谷奥に立地
する史跡へ歴史探訪や森林浴、ウォーキングなど
憩いの場として気軽に立ち寄ることができます。

　等妙寺旧境内は、鎌倉時代末に創建された山
寺遺跡です。中世の天台仏教における戒律復興
運動の具体的姿を伝える遺跡として平成20年に
国史跡に指定されました。以来、現地の発掘調査
と史跡整備が進められ、令和６年９月には史跡の

整備された如意顕院跡（平坦部A）

●所在地/北宇和郡鬼北町大字岩谷512他 ●問合せ/鬼北
町教育委員会（TEL.0895-45-1111） ●交通/泉公民館から
徒歩５分 ●駐車場/有（無料、岩谷縄文遺跡公園）

●所在地/南宇和郡愛南町御荘平城5688 ●開館時間/午前９
時から午後５時 ●休館日/12月29日から１月１日 ●料金/無料 
●問合せ/南レク南宇和管理事務所（TEL.0895-73-2151）、
愛南町教育委員会 生涯学習課（TEL.0895-73-1112） ●交
通/馬瀬山公園入口バス停下車、徒歩11分 ●駐車場/有（無料）

●所在地/南宇和郡愛南町外泊 ●問合せ/愛南町教育委員会 生涯学習課（TEL.0895-
73-1112） ●交通/外泊バス停下車すぐ ●駐車場/有（休憩所しおかぜが利用可）

いわ   や     い   せき

岩谷遺跡

  とう  みょう    じ    きゅう  けい   だい

等妙寺旧境内
  ひら  じょう  かい   づか

平城貝塚 縄文時代 国指定史跡

縄文時代 県指定史跡

　四万十川の最大支流の広見川の河岸段
丘上にある縄文時代後期の遺跡で、多数の
土器・石器を伴う円形配石遺構や集石遺構
が確認されました。こうした遺構は、西日本で
は事例が少なく、豊漁を祈念した祭祀遺構で
はないかと考えられています。なお、発見され
た遺物の中には、
祭儀用と見られる
ペンダント風の石
製装飾品も含まれ
ています。

西日本では珍しい縄文の円形配石遺構 日本で唯一の紫電改現存機

岩谷遺跡の円形配石遺構

　海軍局地戦闘機「紫電改」は、1978（昭和53）年に
久良湾海中で発見され、翌年に引き揚げられました。
調査により、1945（昭和20）年７月24日に九州大村
基地から米軍迎撃のため飛び立ち、未帰還機となっ
た1機と見られます。
　日本に現存する唯
一の「紫電改」として、
馬瀬山山頂の展示館
で一般公開されてい
ます。 補修された紫電改

黒船来航以前の西洋式砲台跡地

●所在地/南宇和郡愛南町久良4477外 ●問合せ/愛南町教育委員会 生涯学習課
（TEL.0895-73-1112） ●交通/コモズラバス停下車、徒歩26分 ●駐車場/無

　江戸時代後期の蘭学者・高野長英の設計
による西洋式砲台です。ペリー来航以前の
1850（嘉永３）年に完成しました。

築き上げた石垣の歴史と風景
　強い北西風から集落を守るために、住民たち
が築き上げた石垣の風景は、今も地元の方々
によって受け継がれ、守られ続けています。

近世（江戸） 県指定史跡

近世～近現代

P.10
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MAP

P.10
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MAP

含む計14体の縄文人骨、多種多様な貝類や
魚類の骨等、多くの遺物が発見されています。
これらの出土物は現在、平城公民館（御荘平
城2123-１）の展示室で見ることができます。

　平城貝塚は南宇和郡愛南町御荘平城に位
置しており、町北部の山間部から流れる僧都
川の右岸、１㎞下ると海に出る好立地に形成
された貝塚です。1891（明治24）年、高知県の
寺石正路氏によって発見され、1954（昭和
29）年の第１次調査から現在まで８回の発掘
調査が行われています。
　これまでの発掘調査や採集により、標識土器
として知られる平城式土器をはじめ、完全体を

平城式土器 平城貝塚石碑

注目ポイント
歴史交流館では、史跡の歴史をまとめ
た解説動画や出土遺物の展示、史跡
の見所を伝えるコーナーなどがありま
す。史跡公園のホームページもあるの
で、気軽にアクセスしてみてください。

平城貝塚の中に五つの貝塚が確
認されています。中でも牡蠣塚、蛤
塚、太甲香（ふとへなたり）塚から
はそれぞれの純貝層が確認されて
います。

注目ポイント

●所在地/北宇和郡鬼北町中野川
1093 ●問合せ/鬼北町教育委員会
（TEL.0895-45-1111） ●交通/JR
近永駅下車、徒歩30分 ●駐車場/有
（無料、奈良山等妙寺史跡公園入口
に駐車スペース有）

●所在地/南宇和郡愛南町御荘平城
2069-1 ●問合せ/愛南町教育委員
会 生涯学習課（TEL.0895-73-
1112） ●交通/御荘バス停下車、徒
歩４分 ●駐車場/有（平城公民館が
利用可）

P.10
B-5

MAP

P.10
B-5

MAP
P.10
B-5

MAP

P.10
B-5

MAP

27

28
  し   でん かい

紫電改
近 現 代

31
たか  の ちょうえいちく ぞう　    だい  ば  あと

高野長英築造の台場跡32

そとどまり  いし がき　    さと

外泊 石垣の里33

30

●所在地/北宇和郡鬼北町大字興野々他 ●問合せ/鬼北町
教育委員会（TEL.0895-45-1111） ●交通/成福寺から徒歩
５分 ●駐車場/無

 おき  の    の  てら  やま   い   せき

興野々寺山遺跡
弥生時代 町指定史跡

　興野々寺山遺跡は、興野々寺組の成福寺裏山にある
弥生時代後期半ばから終末期の集落遺跡で、竪穴建
物９棟と集落外周を区切る環濠が確認されています。
四万十川上流域にあたる西南四国内陸の弥生遺跡は
これまでに確認された事例が少なく、西南四国型文化
圏での生活様式や生業などを解明する上で欠かせな
い、大変貴重な遺跡と
いえます。現地では竪穴
建物を復元的に示し、活
用ひろばとして手作りで
の整備を行っています。

山間の農耕集落～もう一つの弥生文化

興野々寺山遺跡活用ひろばの様子

P.10
C-4

MAP29

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

青い国
ホテル

僧都川

愛南町立
御荘中

御荘
バス停

平城公民館

一ノ宮
神社

56

34

297JR
近永駅

JR
出目駅

道の駅  
広見森の三角ぼうし

等妙寺
奈良山等妙寺
歴史交流館

三間川

鬼北
総合公園

320

中世（鎌倉～安土・桃山） 国指定史跡
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古 建 築

古 建 築 城と防備

寺社と庭園 そ の 他暮らしと景観

「ライオン宰相」濱口雄幸生誕の地 戦争の痕跡を今に伝える貴重な建造物

高知県 高知市 高知県 南国市

●所在地/高知市小津町4-5 ●問合せ/高知市民権・文化財
課（TEL.088-832-7277） ●交通/県警本部前バス停下車、
徒歩４分 ●駐車場/有（軽自動車のみ）

●所在地/南国市国分546 ●問合せ/国分寺（TEL.088-862-
0055） ●交通/国分寺通バス停下車、徒歩６分 ●駐車場/有（無料）

てら   だ   とら  ひこ てい あと　　 きょ しつ

寺田寅彦邸跡と居室

  はま   ぐち     お     さち    せい    か

濱口雄幸生家
  まえ   はま   えん   たい   ぐん

前浜掩体群 近 現 代 市指定史跡

近現代（明治以降） 市指定史跡

　物理学者であり随筆家でもあった寺田寅彦は、1881
（明治14）年東京から土佐郡江ノ口村（現高知市小津
町）にあるこの家に移り、1896（明治29）年に熊本の第
五高等学校に進学するまで、この家で育ちました。
　現在ある茶室は1977（昭和52）年に、また主屋は
1984（昭和59）年に、寅彦の長男寺田東一氏所蔵の
「家相図」を基本資料と
して、寺田家および居住
していた人々の所持する
古写真や記憶などをも
とに復元したものです。

多彩な才能を育んだ寅彦第二の故郷 土佐のまほろばの中心地

寺田寅彦邸跡と居室

P.11
D-3

MAP

P.11
D-3

MAP

注目ポイント
主屋や蔵には、濱口雄幸に関する
資料が常設展示されています。濱
口雄幸の複製書簡や政治活動に
関する資料の現物など貴重な資料
を観覧することができます。

掩体の内部には天井にむしろやセメント袋の跡が
残っているものがあります。この跡は、掩体を作
る時に掩体と同じ大きさに作られた土饅頭の上
にむしろやセメント袋を敷き詰め、その上にセメ
ントを流し、固まった際に転写されたものです。

注目ポイント

●所在地/高知市五台山4377 ●問
合せ/高知市民権・文化財課（TEL.
088-832-7277）●交通/へんろ橋バ
ス停下車、徒歩20分 ●駐車場/有
（無料）

●所在地/南国市前浜地区 ●問合せ
/南国市教育委員会（TEL.088-802-
6062） ●交通/大湊小学校前バス停
下車、徒歩２分 ●駐車場/有（前浜公
民館に駐車スペース有）

P.11
D-3

MAP

P.11
D-3

MAP

1

2
  と     さ   こく ぶん   じ

土佐国分寺
古代（奈良） 国指定史跡

5

4

●所在地/高知市五台山 ●問合せ/高知市民権・文化財課（TEL.
088-832-7277） ●交通/竹林寺前バス停下車 ●駐車場/有（無料）

 と  さ へん ろ みち　ちくりん じ みち    ぜん じ  ぶ  じ みち

土佐遍路道  竹林寺道・禅師峰寺道
近世（江戸） 国指定史跡

近世当時の歴史的景観を残す遍路道

竹林寺道 禅師峰寺道

P.11
D-3

MAP3

●所在地/【長尾鶏センター】南国市篠原48 ●問合せ/長尾
鶏センター（TEL.088-864-4931） ●交通/篠原南バス停下
車、徒歩２分 ●駐車場/有（無料、普通車10台）

世にも珍しい尾が長い鶏

P.11
D-3

MAP

  と     さ

土佐のオナガドリ
近世（江戸） 国指定特別天然記念物

6

詳しくはこちら ▼ 詳しくはこちら ▼

濱口雄幸生家

年に市民の保存運動によって「主屋」「勉強部屋」
「蔵」などが復元、高知市へ寄贈され、同年４月に「高
知市濱口雄幸生家記念館」として開館しました。主屋
及び蔵には、雄幸の写真や資料を展示しています。

　1870（明治３）年に長岡郡池村唐谷（現高知
市五台山）にあるこの家で生まれた濱口雄幸は、
1929（昭和４）年に高知県初の内閣総理大臣
（第27代）として就任、以後金解禁による産業構
造改善やロンドン海軍軍縮等の協調外交に取り
組みました。
　雄幸の死後、生家は久しく住む人もなく荒れていま
したが、1992（平成４）年に「濱口雄幸生家を補修復
元する会」が
市民により発
足し、復元に
向けて活動が
行われました。
1994（平成６）

公園整備された5号掩体

など飛行機を効率的に収納するための工夫が凝ら
されていたことがわかりました。掩体内部の裾に
は、掩体を作る際に土饅頭を踏み固めた足跡がコ
ンクリートに残されています。

　掩体は南国市前浜地区に大小含めて７基残る戦時
中の飛行機格納庫です。鉄筋コンクリート製で、一番大
きいものは幅44m、奥行き23m、高さ8.5mにもなりま
す。掩体の中には、アメリカのグラマン戦闘機による機
銃掃射を受けた大小合わせて約60個の弾の痕跡が
残っているものがあり、戦争の激しさが見てとれます。
　2006（平成18）年2月21日に７基全てが「前浜
掩体群」として南国市の史跡に指定されました。５
号掩体は公園
整備前の調査
によって、車輪
誘導用の溝状
遺構や、主翼部
分の段状掘削

　「竹林寺道」と「禅師峰寺道」は、第31番札所「竹林寺」
及び第32番札所「禅師峰寺」へと向かう二つの遍路道で
す。高知市の南東に位置する五台山の中にあり、指定区
間は全長849ｍです。この二つの遍路道は、国の史跡指
定に先立ち、歴史的・文化的に重要な由緒を有する古道
として、文化庁「歴史の道百選」にも選定されています。

　土佐国分寺は南国市国分に位置し、1922（大正
11）年10月12日に現国分寺を中心とした範囲が、高
知県初の国史跡に指定されました。
　その後の発掘調査で、古代の金堂の基壇が現在の金
堂とほぼ重なる位置で発見され、国分寺が古代から現
在まで同じ場所に位置していることが判明しています。
　金堂の他にもいくつかの建物群や築地塀（ついじ
べい）の存在が確認さ
れており、古代の伽藍
が築地塀に囲まれた姿
であったことがわかりま
した。

国分寺金堂

　江戸時代に土佐藩主山内公は槍飾りに用いる
長い鶏の尾を藩内から献上させていました。10代
藩主山内豊策（とよかず）の時代に、篠原村の武市
利右衛門が苦心の末生み出し献上した「五色鶏
（ごしきとり）」がオナガドリの始まりとされています。
　その後絶えず研究改良がなされ、品種は白藤種、
白色種、褐色種の３種
類に増え、尾が10ｍ余
りにまで伸びる鶏も現
れました。尾が伸びる
のは雄鶏のみです。

白色種

五台山
ふれあい公園 海津見

神社

へんろ橋
バス停

下田川
32

376

高知南
IC

高知空港
（高知龍馬空港）

大湊小学校前
バス停

55

14

13

高知龍馬
空港IC

近現代（明治以降） 市指定史跡
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徳 島 県

P12 ❶徳島城跡

蜂須賀家 はちすかけ 江戸時代を通じて阿波・淡路25万石を支配した一族。
居城 きょじょう 領主などがふだん住んでいる城。
結晶片岩 けっしょうへんがん 雲母などの板状の鉱物が一方向に並んだ縞模様が特徴の

薄く板状に割れやすい変成岩。
野面積み のづらづみ 自然石をほとんど加工せずに積み上げる石積み工法。
上田 宗箇 うえだ そうこ 茶人、造園家としても業績を残した武将（1563～1650年）。
表御殿 おもてごてん 藩主が公的な儀式や政務を行う正殿。
❷徳島藩主蜂須賀家墓所

土饅頭 どまんじゅう 土をまんじゅうのように丸く盛り上げた墓の形。
儒式の埋め墓 じゅしきのうめばか 儒学の教えに基づき、自然の中に土葬された江戸時代の

墓。
❸一宮城跡

堅堀 たてぼり 山城などで敵の侵入を防ぐため山の斜面に沿って縦に掘ら
れた堀。

曲輪 くるわ 堀や土塁、石垣などで区画された城郭内の空間。
本丸 ほんまる 城郭の中心をなす一区画。
明神丸 みょうじんまる 一宮城跡に複数ある曲輪のうちの１つ。
礎石 そせき 建物の柱の下に据えられ建物の土台となる石。
❹阿波国分寺庭園

重森 三玲 しげもり みれい 昭和を代表する作庭家、庭園史研究家（1896～1975）。
桃山様式 ももやまようしき 戦国武将や大名が権力誇示のために築いた絢爛豪華で力

強い作風、様式。
P13 ❺阿波の土柱

扇状地堆積 せんじょうちたいせき 川で削られた土砂の積み重なりで、山と平野の境目にできる
もの。

ガリー浸食 がりーしんしょく 降水や雪解け水が地表を流れる際に土を削り、深く大きな
溝ができる現象。

ナイフリッジ ないふりっじ ナイフの刃のように鋭く切り立った尾根。
❻切幡寺大塔

二重方形塔 にじゅうほうけいとう 初層（最下層）と二層（上層）の平面が四角形の塔。

P13 ❼土成丸山古墳

周濠 しゅうごう 古墳の周囲に掘られた堀。水が溜まっている場合と空堀の場
合がある。

二段築成 にだんちくせい 古墳の墳丘に段差を造り２段にしたもの。
❽西林村基線西端点（一等三角点）

一等三角点 いっとうさんかくてん 日本地図の骨格となる最も精密な測量を行うために明治時代
に作られた基準点。

P14 ❾段の塚穴

塚穴 つかあな 死体を埋葬するための穴。
横穴式石室 よこあなしきせきしつ 石を積み上げて造られた墓室とそこへ通じる通路からなる

施設で、横から出入りできる。
玄室 げんしつ 古墳の内部で棺を納める場所。
須恵器 すえき 古墳時代中期に朝鮮半島から伝わった青灰色で硬い陶質の

焼物。
❿郡里廃寺跡

金堂 こんどう 寺院の本尊となる仏像を安置する建物。
瓦窯 がよう 瓦を焼くために土や石で作られたかまど。
土塁状遺構 どるいじょういこう 土を盛り上げて造られた堤防状の構造物と推定される遺構。
心礎 しんそ 塔の中心の柱を支える巨大な礎石。
基壇 きだん 社寺などを地面より高く建てるために盛土や石積みで造られた

土台部分。
根巻き板 ねまきいた 腐食や損傷予防のために柱の基礎部分を覆う板状の材料。
軒丸瓦 のきまるがわら 瓦当（がとう）と呼ばれる飾り板と一体となった屋根の軒先に

葺く円筒形の瓦。
同范瓦 どうはんがわら 同じ型で作られた同じ文様と特徴を持つ瓦。

P15 ⓫田中家住宅

藍屋敷 あいやしき 主に徳島県の藍染産業で栄えた商人（藍商）の屋敷。
藍寝床 あいねどこ 収穫した藍の葉を発酵させて蒅（すくも・染料）を作る専用の

作業場。
P16 ⓭勝瑞城館跡

細川 氏 ほそかわ し 室町幕府の守護大名家で、阿波を拠点に室町～戦国時代に
かけて四国を統治した。

三好 氏 みよし し 室町〜戦国時代にかけて阿波国三好郡を本拠地とした
武家。

土塁 どるい 土を盛り上げて造られた堤防状の防御施設。
⓯伊比良咩神社

緑色片岩 りょくしょくへんがん 結晶片岩の一つで、緑色鉱物を多く含んだ変成岩。

｜  人 名・用 語 解 説  ｜
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P17 コラム / COLUMN

櫓 やぐら 土塁や石垣の上に建てられた見張り、物資貯蔵、攻撃の拠点
となる建物。

香 川 県

P18 ❶高松城跡

生駒 親正 いこま ちかまさ 高松城と丸亀城の築城を指示した武将（1526～1603年）。
舟入 ふないり 船が出入りする場所。
松平 賴重 まつだいら よりしげ 高松藩藩主松平家の初代（1622～1695年）。
❹讃岐国分寺跡

僧房 そうぼう 寺院内で僧侶が生活する居住空間もしくはその建物。
P19 ❺丸亀城跡

平山城 ひらやまじろ 平野の中にある小高い丘や丘陵に築かれた城。
算木積み さんぎづみ 城の石垣の隅に用いられる強度を高めるための特殊な積み方。
❻快天山古墳

刳抜式石棺 くりぬきしきせっかん 古墳時代の石棺の一種で、石をくりぬいて身とフタを造ったもの。
槨 かく 古墳に棺を納めて保護するための外枠や施設。

愛 媛 県

P20 ❶松山城跡

加藤 嘉明 かとう よしあき 豊臣秀吉の家臣として活躍後、徳川家康に仕え功績をあげた
武将（1563～1631年）。

❷渡部家住宅

入母屋造り いりもやづくり 上に切妻（頂上から左右
に2つの傾斜面が伸びる
形）、下に寄棟（屋根の棟
から四方に向かって傾斜
面が伸びる形）を組み合
わせた屋根の形式。

❸大宝寺

越智 玉興 おちの たまおき 古代伊予国の豪族越智氏の有力者で伊予の統治に関わった
とされる。

阿弥陀堂形式 あみだどうけいしき 阿弥陀如来を本尊として祀る仏堂の建築様式。
P21 ❹能島城跡

村上海賊 むらかみかいぞく 室町～戦国時代に瀬戸内海の芸予諸島を拠点に勢力を築
いた海賊衆。

P21 井楼 せいろう 敵を偵察したり、弓矢などで攻撃するために作られた簡易な
やぐら。

かわらけ 平安時代末～江戸時代にかけて作られた碗形や皿形の素焼
きのうつわ。

❺妙見山古墳

竪穴式石槨 たてあなしきせっかく 竪穴式石室と同じ。
P22 ❻宇和島城

藤堂 高虎 とうどう たかとら 築城の名手として知られ、伊予今治藩主となった武将（1556
～1630年）。

❼樺崎砲台跡

アーネスト・サ
トウ

日本で活動した英国の外交官（1843～1929年）。

❾穂積橋

穂積 陳重 ほづみ のぶしげ 愛媛県宇和島市出身の法学者（1855～1926年）。
P23 コラム / COLUMN

画文帯神獣鏡 がもんたいしんじゅう
きょう

古代中国で作られ、弥生時代末～古墳時代にかけての遺跡
から出土する鏡。裏面に神仙や
霊獣が描かれ、外周の文様
帯に月、太陽、獣などが
描かれている。

P24 ❿永納山城跡

鍛冶 かじ 金属を熱して打ち鍛え製品を造る技術や仕事のこと。
⓫西大塚古墳

石舞台（古墳） いしぶたい（こふん） 奈良県明日香村にある古墳時代後期の古墳。巨石を積み
上げた石室で有名。

P25 ⓭大洲城跡

戸田 勝隆 とだ かつたか 豊臣秀吉の家臣で伊予国大洲城主（？～1594年）。
脇坂 安治 わきさか やすはる 伊予国大洲藩を立藩した武将（1554～1626年）。
加藤 貞泰 かとう さだやす 伊予国大洲藩藩主（1580～1623年）。その後、大洲藩は

幕末まで加藤家が治めた。
⓮村島宮の首遺跡

石鏃 せきぞく 縄文～弥生時代にかけて使用された矢の先端に付ける石製
のやじり。
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P25 ⓰臥龍山荘庭園

数寄屋（造り） すきや（づくり） 自然素材を多用し、茶室を造る際の特徴を取り入れた建築
様式。

P26 ⓳宇和海狩浜の段畑と農漁村景観

櫨蔵 はぜくら ロウの原料であるハゼの実を貯蔵する蔵。
P27 ㉑義農の墓

作兵衛 さくべえ 享保の大飢饉の際、翌年用の麦種を守り餓死したという義農
精神で知られる農民（1688～1732年）。

P28 ㉔河後森城跡

西園寺 氏 さいおんじ し 公家・西園寺氏の分家で鎌倉～戦国時代にかけて伊予国
南西部を支配した戦国大名。

一条 氏 いちじょう し 応仁の乱を機に、土佐国西部に土着した公家・一条氏の庶流
で戦国大名。

長宗我部 氏 ちょうそがべ し 鎌倉時代に土佐国中部に入った在地領主で、戦国時代に
四国を平定するほど強大化した。

河原淵 教忠 かわらぶち のりただ 一条氏に生まれ西園寺氏家臣の養子となり、河原淵領（松野
町周辺）を支配した武将（1542～1628年）。

P30 ㉗等妙寺旧境内

戒律復興運動 かいりつふっこううん
どう

鎌倉時代に日本仏教の戒律等を厳守し、仏教本来の姿を
取り戻そうとした運動。

㉘岩谷遺跡

円形配石遺構 えんけいはいせきい
こう

自然石を円形に配置した遺構。環状列石やストーンサークル
とも呼ばれる。

集石遺構 しゅうせきいこう 掘った穴や地面に石を並べた遺構。
P31 ㉛紫電改

紫電改 しでんかい 太平洋戦争末期に旧日本海軍が開発した高性能な局地戦
闘機。

㉜高野長英築造の台場跡

高野 長英 たかの ちょうえい 西洋の軍事や技術を国内に伝え、近代日本の発展に貢献
した医師・蘭学者（1804～1850年）。

高 知 県

P32 ❷寺田寅彦邸跡と居室

寺田 寅彦 てらだ とらひこ 物理学の研究と並行しつつ数多くの随筆を著した物理学者、
文学者（1878～1935年）。

P33 ❺土佐国分寺

築地塀 ついじべい 土塀の上に小さな屋根があるもの。
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